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主な記事
学
長
室
か
ら「
社
長
の
出
身
大
学
、全
国
第
69
位
」
２
面

Ｓ
Ｄ
研
修
会

３
面

第
１
回
地
域
連
携
特
別
講
座
 〜
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
〜
４
面

Ｏ
Ｂ
辻
 直
孝
 北
見
市
長
･Ｏ
Ｂ
音
喜
多
 卓
嗣
氏
５
面

岩
崎
･米
坂
ゼ
ミ
石
巻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
面

生
命
工
学
科
 第
一
期
生
卒
業

７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー「
今
年
の
採
用
選
考
開
始
は
６
月
」
８
面

は
、
北
海
道
と
の
間
で
、
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
に
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。『
学
報
』
第
96
号
参

照
）。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
地
域

社
会
と
連
携
し
た
地
域
課
題
解

決
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て

も
、
改
革
事
業
の
補
助
対
象
校
と

な
る
た
め
に
は
、
求
め
ら
れ
る
取

組
が
全
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
に
、
本
学
の
よ
う

な
文
系
と
理
系
を
併
せ
て
５
つ

の
学
部
か
ら
な
る
総
合
大
学
に

と
っ
て
は
、ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、他

の
私
立
大
学
と
の
間
で
の
厳

し
い
競
争
環
境
の
中
で
、堅
実

な
学
内
論
議
に
時
間
を
か
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
本
学

を
設
置
す
る
学
校
法
人
北
海

学
園
の
全
面
的
な
力
添
え
を

得
て
、晴
れ
て
選
定
の
栄
に
浴

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

度
の
選
定
は
、大
学
と
法
人
事

務
局
と
の
連
携
の
賜
で
あ
り
、

関
係
各
位
に
た
い
し
て
衷
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
   「特
別
補
助
」

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
７
月

11
日
に
「
私
立
学
校
振
興
助
成

法
」（
法
律
第
61
号
）
が
制
定
さ

れ
、
私
学
へ
の
公
費
助
成
が
制
度

化
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
第
４
条

は
、
教
育
ま
た
は
研
究
に
係
る
経

常
的
経
費
の
２
分
の
１
以
内
を

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
く
補

助
を
「
一
般
補
助
」
と
言
い
ま
す
。

他
方
で
、
第
７
条
は
「
特
定
の
分

野
、
課
程
等
に
係
る
教
育
の
振
興

の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
」
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
も
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
か

ら
、
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援

事
業
（
以
下
、「
改
革
事
業
」）
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
タ

イ
プ
１
か
ら
タ
イ
プ
４
ま
で
あ

り
、
本
学
は
、
平
成
27
年
度
に
タ

イ
プ
１
と
タ
イ
プ
２
に
お

い
て
高
く
評
価
さ
れ
、補
助

金
の
交
付
（【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

「
特
別
補
助
」参
照
）を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

図
書
館
棟
４
階
の
改
修
に

よ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ

ン
ズ
と
情
報
機
器
の
整
備

な
ど
を
柱
と
す
る
教
室
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
実
現
し

ま
し
た
。

タ
イ
プ
１（
選
定
対
象
校

は
３
０
０
校
）
で
は
「
全
学

的
な
体
制
で
の
教
育
の
質

的
転
換
（
学
生
の
主
体
的
な
学
修

の
充
実
等
）」
を
図
っ
て
い
る
か

ど
う
か
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
シ
ラ
バ
ス
が
主
体
的

な
学
び
を
促
す
教
育
課
程
の
編

成
と
整
合
し
て
い
る
か
な
ど
が

評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

タ
イ
プ
２
（
対
象
校
は
１
５
０

校
）
で
は
「
地
域
発
展
」
へ
の
貢

献
度
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
、
自
治
体
と
の
包
括
連
携
協
定

が
締
結
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
選

定
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
（
本
学

私立大学等改革総合支援事業私立大学等改革総合支援事業私立大学等改革総合支援事業私立大学等改革総合支援事業私立大学等改革総合支援事業私立大学等改革総合支援事業
特別補助対象校に選定特別補助対象校に選定特別補助対象校に選定

勁草書房

教
育
問
題
の
最
終
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
。教
育
委
員
会

の
権
限
に
焦
点
を
あ
て
、日
本
の
行
政
委
員
会
な
ど
の
合
議

制
執
行
機
関
や
ア
メ
リ
カ
の
教
育
委
員
会
と
比
較
し
な
が

ら
、教
育
委
員
会
組
織
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

定
価
（
本
体
 五
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

大
畠
 菜
穂
子（
日
本
学
術
振
興
会
 特
別
研
究
員
）著

一般社団法人日本内部監査協会

企
業
な
ど
の
組
織
体
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
内

部
監
査
で
は
、測
定
基
準
の
明
確
化
と
監
視
体
制
の
整
備
が

焦
点
と
な
る
。本
書
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
・
内
部
監

査
の
視
点
か
ら
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
考
え
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
六
〇
〇
円
＋
税
）

ピ
ー
タ
ー
Ｒ
･ス
コ
ッ
ト
・
Ｊ
･
マ
イ
ク
ジ
ャ
ッ
カ
著
／

櫻
井
通
晴
・

伊
藤
和
憲
・
吉
武
一
監
訳
・
関
谷
 浩
行（
経
営
学
部
講
師
）他
共
訳

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
戦
略
｜
ガ
バ
ナ
ン
ス
、リ
ス
ク
、内
部
監
査
｜

北海道大学出版会

最
新
の
研
究
成
果
や
判
例
動
向
を
踏
ま
え
、環
境
法
の
基
本

的
考
え
方
や
個
別
法
の
仕
組
み
と
課
題
、訴
訟
や
被
害
救
済

な
ど
広
く
解
説
。丁
寧
な
叙
述
に
よ
り
学
部
授
業
・
ゼ
ミ
か

ら
法
科
大
学
院
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
対
応
す
る
。

定
価
（
本
体
 六
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

環
境
保
全
の
法
と
理
論

髙
橋
 信
隆
・
亘
理
 格
・
北
村
 喜
宣
 編
著
／
福
士
 明
・
鈴
木
 光（
法
学
部
教
授
）他
共
著

   ＮＨＫ出版

ハ
ン
グ
ル
は
、語
順
が
日
本
語
と
ほ
ぼ
同
じ
。し
か
し
、そ
こ

に
つ
け
加
え
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
や
、文
法
上
・
発
音

上
の
ル
ー
ル
は
全
く
違
う
。本
書
は
24
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
ご
と
に
５
つ
の
表
現
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
て
解
説
す
る
。

定
価
（
本
体
 一
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

辻
弘
範（
経
済
学
部
准
教
授
）著

ハ
ン
グ
ル
表
現
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

和泉書院

地
方
大
学
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
産
業
・
集
落
維
持
・

法
律
問
題
・
選
挙
な
ど
、地
域
社
会
が
抱
え
る
多
種
多
様
な

諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
。三
重
を
拠
点
に
、地
域
か
ら
問
題

の
本
質
を
学
び
、問
題
の
所
在
と
解
決
の
方
向
を
示
す
。

定
価
（
本
体
 三
、
八
〇
〇
円
＋
税
）

地
域
を
め
ぐ
る
諸
問
題
｜
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
も
と
め
て
｜

三
重
中
京
大
学
地
域
社
会
研
究
所
 編
／

神
元
隆
賢（
法
学
部
准
教
授
）他
共
著

平成27年度

3月20日

卒
業
証
書･

学
位
記
授
与
式

に
と
っ
て
幸
せ
を
も
た
ら
す
だ

け
で
な
く
、
世
の
た
め
、
人
の
た

め
に
な
る
学
び
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健

康
に
留
意
し
て
、
他
人
の
不
幸
の

上
に
己
の
幸
せ
が
あ
る
こ
と
を

恥
と
し
て
、
心
豊
か
に
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
む
こ
と
を
、
切
に
切

に
祈
念
し
ま
す
。

本
学
の
建
学
精
神
は
「
自
立
」

と
「
自
律
」
の
２
語
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
す
る
「
開
拓
者
精
神
」
で
す
。

「
開
拓
」
と
い
う
言
葉
は
時
と
と

も
に
変
容
し
ま

し
た
が
、
そ
の

理
念
に
お
い
て

は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
本
学
は
、

地
域
密
着
型
大
学
と
い
う
言
葉

が
な
か
っ
た
設
立
当
初
か
ら
一

貫
し
て
、
知
の
地
域
拠
点
た
る
べ

く
着
実
な
歩
み
を
続
け
、
８
万
数

千
人
を
社
会
に
送
り
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
、「
開
拓
者

精
神
」
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た

学
位
を
取
得
し
、
卒
業
す
る
す

べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
の
祝

意
を
表
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
学
は
、
授
与
す
る
学
位
に
ふ

さ
わ
し
い
学
識
を
教
授
す
べ
く
、

教
育
課
程
を
編
成
し
、
単
な
る
学

識
だ
け
で
は
な
く
、
考
え
る
力
や

適
切
な
判
断
力
、
そ
し
て
応
用
力

を
体
得
で
き
る
よ
う
に
と
の
願

い
を
込
め
て

教
育
に
当
た

り
ま
し
た
。

学
位
記
は
、
皆
さ
ん
が
そ
の
願
い

に
沿
っ
て
学
業
に
精
励
し
た
努

力
の
結
晶
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

こ
に
は
、
本
学
の
教
育
課
程
が
皆

さ
ん
の
幸
せ
に
繋
が
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
教
員
と
事
務
職
員
の

願
い
が
凝
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

学
で
の
学
び
の
歳
月
が
皆
さ
ん

学
長
　
木�

村�
�

和�
�

範�
�

教育研究環境の整備

同
窓
会
（
豊
平
会
）
の
一
員
と
し

て
、
全
道
一
円
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
社
会

生
活
を
送
る
と
き
、
様
々
な
場
面

で
、
皆
さ
ん
は
豊
平
会
が
張
り
巡

ら
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵

に
浴
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
卒

業
の
後
に
は
、
時
を
経
て
、
支
援

さ
れ
る
側
か
ら
支
援
す
る
側
へ

と
移
り
行
き
、
後
輩
に
愛
情
を
注

い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

残
る
教
員
と
職
員
は
、
１
３
０

年
を
超
え
た
歴
史
的
伝
統
を
も

つ
学
校
法
人
 北
海
学
園
の
設
置

校
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
誇
り
と

し
て
、
北
海
道
の
高
等
教
育
を
牽

引
す
る
気
概
も
新
た
に
、
４
年
後

の
創
基
70
年
に
向
け
て
、「
研
究

な
く
し
て
教
育
な
く
、
教
育
な
く

し
て
研
究
な
し
」
と
い
う
教
育
理

念
と
研
究
理
念
を
、
日
々
、
反
芻

し
社
会
的
使
命
を
果
た
す
べ
く

努
め
ま
す
。

卒
業
を
祝
し
て

留
学
生
５
人
に
奨
学
金
給
付

教
育
振
興
会

こ
ん
な
と
き
、

ど
う
言
う
？

戦
後
日
本
の
教
育
委
員
会

指
揮
監
督
権
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

め
、
こ
れ
を
根
拠
に
給
付
さ
れ
る

補
助
を
「
特
別
補
助
」
と
言
い
ま

す
。
近
年
、
補
助
金
総
額
が
頭
打

ち
と
な
り
、
し
か
も
補
助
金
総
額

に
占
め
る
「
特
別
補
助
」
の
割
合

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
特
別
補

助
」
の
獲
得
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。（
表
参
照
）。

学
長
　
木�

村�
�

和�
�

範�
�

平
成
28
年
度
一
般
入
学
試
験

と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
学
試
験
Ⅰ
期
の
合
格
発
表

が
２
月
24
日
に
行
わ
れ
た
。
午
前

10
時
校
舎
外
に
大
型
の
合
格
掲

示
板
が
設
置
さ
れ
る
と
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
学
生
た

ち
に
よ
る
合
格
者
の
胴
上
げ
が

行
わ
れ
、
会
場
は
合
格
者
や
家
族

の
歓
喜
の
声
に
包
ま
れ
た
。

北
海
道
の
18
歳
人
口
の
減
少
、

ま
た
経
済
状
況
の
厳
し
さ
に
よ

る
国
公
立
大
学
志
向
の
強
ま
り
、

加
え
て
受
験
校
数
の
絞
り
込
み

の
影
響
か
ら
、
平
成
28
年

度
の
北
海
道
内
私
立
大
学

全
体
の
志
願
状
況
は
、
一

般
入
試
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
合
わ
せ
て
、
現
在

前
年
比
１
割
減
の
状
況
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
本
学

に
お
い
て
は
、
前
年
比
横
ば
い
を

堅
持
し
た
。
中
で
も
特
徴
的
な
の

は
、
文
系
４
学
部
に
設
置
し
て
い

る
２
部
（
夜
間
部
）
の
志
願
が
非

常
に
好
調
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
経
済
学
部
２
部
前
年
比
１
４

１
％
、経
営
学
部
２
部

前
年
比
１
７
３
％
、法

学
部
２
部
前
年
比
１

５
４
％
、人
文
学
部
２

部
前
年
比
１
５
６
％

と
全
学
部
に
お
い
て

大
幅
な
伸
び
を
示
し
、

２
部
全
体
で
前
年
比

１
５
２
％
と
な
っ
た
。　

昨
年
開
催
さ
れ
た

２
部
対
象
の
説
明
会

合格者の胴上げ（2月24日）

一般入試（2月9日）

◆

◆

◆

総額（国の予算） 一般補助 特別補助年度

2011（平成23）

2012（平成24）

2013（平成25）

2014（平成26）

2015（平成27）

3,209.2（100.0％）

3,263.2（100.0％）

3,175.1（100.0％）

3,183.9（100.0％）

3,152.5（100.0％）

2,811.7（87.6％）

2,793.2（85.6％）

2,782.5（87.6％）

2,762.0（86.7％）

2,711.0（86.0％）

397.5（12.4％）

（億円）

394.3（14.4％）

392.6（12.4％）

421.9（13.3％）

441.5（14.0％）

表：私立大学への補助金の推移

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度
に

つ
づ
き
今
年
度
も
多
く
の
皆
様

か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を
目
的

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学
生

か
ら
５
名
を
厳
正
に
選
考
し
、
平

成
27
年
12
月
14
日
に
学
長（
教
育

振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当
た
り

10
万
円
の
奨
学
金
（
奨
学
金
Ｃ
）

を
支
給
し
ま
し
た
。

▼
今
年
度
の
奨
学
金
Ｃ
の
受
給
者

経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
１
年

趙
 爽
さ
ん
／
経
済
学
部
経
済
学

科
２
年
 ウ
ォ
ン
イ
ン
ウ
ン
ジ
ョ
バ

ン
さ
ん
／
経
営
学
部
経
営
学
科
４

年
 楊
 婷
さ
ん
／
工
学
部
建
築
学

科
４
年
 刘
佳
男
さ
ん
／
工
学
部

生
命
工
学
科
４
年
 魏
 佳
楠
さ
ん後列左から魏 佳楠さん、刘 佳男さん、楊 婷さん、

ウォン イン ウン ジョバンさん、趙 爽さん

に
お
い
て
、
１
部
と
遜
色
な
い
授

業
内
容
や
就
職
実
績
、
４
年
間
の

授
業
料
の

安
さ
な
ど

２
部
の
特

徴
を
説
明
し
た
こ
と
な
ど
が
功

を
奏
し
た
と
い
え
そ
う
だ
。

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
Ⅱ

期
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
本
学
の
教
育
内
容
と
学
習
環

境
を
積
極
的
に
発
信
し
、
出
前
講

義
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
進

学
相
談
会
な
ど
積
極
的
な
広
報

活
動
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

２
部
の
出
願
前
年
の
倍
1.5

平平
成成
　
年
度
年
度

入
試
状
況

入
試
状
況

平
成
　
年
度

282828

入
試
状
況

経済

学部部

経営

経営 経営

経済
1,155

510
351

749

203
201
87
159
102
54

3,571

151

76

134

32
24
417
3,988

261

280
257

264

200
156
134
185
177
81

1,995

ー

ー

ー

ー
ー
ー

1,995

学科 センター利用入試一般入試

地域経済

経済
経済
地域経済

経営
経営情報

法
法律
政治

人文

工

日本文化
英米文化

法
法律
政治

人文
日本文化
英米文化

社会環境工
建築

電子情報工
生命工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

5,983総合計

１
部

２
部

平成28年度 一般入試･センター利用入試Ⅰ期出願者数

三
重
中
京
大
学
地
域
社
会
研
究
所
叢
書
10

日本経済評論社

貿
易
の
自
由
化
は「
勝
者
」と「
敗
者
」の
双
方
を
生
み
出
す
。

本
書
は
、最
新
の
理
論
を
含
む
貿
易
と
直
接
投
資
の
基
礎
理

論
を
用
い
、貿
易
自
由
化
の
産
業
部
門
・
企
業
間
、生
産
要
素

間
で
の
異
な
る
経
済
効
果
を
解
説
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

笠
嶋
 修
次（
経
済
学
部
教
授
）著

貿
易
利
益
を
得
る
の
は
誰
か

国
際
貿
易
論
入
門

シリーズ
社会・経済を学ぶ

論創社

英
国
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
に「
我
が
イ
ギ
リ
ス
文

学
に
お
い
て
最
も
美
し
い
散
文
の
書
物
」と
絶
讃
さ
れ
た
ペ

イ
タ
ー
の
著
作『
ル
ネ
サ
ン
ス
』を
軸
に
、ペ
イ
タ
ー
の
人
と

作
品
を
論
じ
た
12
の
論
文
を
収
録
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

日
本
ペ
イ
タ
ー
協
会
 編
／

上
村
 仁
司（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

ペ
イ
タ
ー『
ル
ネ
サ
ン
ス
』の
美
学

日
本
ペ
イ
タ
ー
協
会

創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
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北
海
短
期
大
学
（
１
９
５
０

（
昭
和
25
）年
創
立
）を
母
体
に
し

て
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
に

本
学
は
、
経
済
学
部
経
済
学
科
だ

け
の
小
さ
な
大
学
と
し
て
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
本
学
の
基

礎
を
な
す
北
海
短
大
の
創
立
か

ら
数
え
て
、
４
年
後
に
は
、
創
基

70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

間
、
入
学
定
員（
１
年
生
の
定
員
）

は
大
学
院
を
入
れ
て
、
１
９
０
２

人
と
な
り
、
開
設
時
の
10
倍
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
80
人
で
ス
タ

ー
ト
し
た
２
部
の
入
学
定
員
は

全
学
で
４
７
０
人
と
な
り
、
開
設

時
の
６
倍
に
な
り
ま
し
た
。
北
海

道
に
は
36
の
４
年
制
大
学
が
あ

り
ま
す
が
、
学
生
数
で
は
、
北
海

道
大
学
に
次
い
で
第
２
番
目
と

な
り
、
北
海
道
を
代
表
す
る
大
学

へ
と
大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。

高
等
教
育
の
門
戸
を
開
く
べ

く
２
部
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
、

本
学
の
特
色
の
１
つ
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
４
学
年
を
合
わ

せ
ま
す
と
、
お
よ
そ
２
０
０

０
人
が
２
部
に
学
び
、
規
模

に
お
い
て
も
教
育
研
究
体

制
に
お
い
て
も
、
全
国
屈
指

の
存
在
と
の
社
会
的
評
価

を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
学
の
卒
業
生
は
８
万

人
を
超
え
、
創
基
70
年
の
２

０
２
０
（
平
成
32
）
年
を
待

た
ず
に
、
建
学
の
精
神（「
開

拓
者
精
神
」）
の
担
い
手
は

９
万
人
に
達
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
は
民
と

官
の
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
が
、「
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
」
の
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
の
調
査
結
果

が
出
ま
し
た
の
で
、
お
伝
え

し
ま
す
。
同
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
社
長
の
出
身
大
学
ベ
ス
ト
１

０
０
に
入
っ
た
北
海
道
の
大
学

は
、
本
学
と
北
海
道
大
学
の
２
大

学
で
し
た
。
本
学
の
順
位
は
前
年

の
調
査
時
よ
り
も
上
げ
て
、
堂
々

の
69
位
と
な
り
、第
50
位
は

指
呼
の
間
に
ま
で
迫
り
ま

し
た
。

他
方
で
、
本
学
が
本
道
企

業
の
社
長
の
出
身
大
学
第

１
位
に
な
っ
て
数
年
が
経

ち
、
第
２
位
と
の
差
が
年
々

広
が
っ
て
お
り
、
北
海
道
に

お
け
る
卒
業
生
の
活
躍
ぶ

り
の
一
端
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す（
表
参
照
）。
さ
ら

に
ま
た
、
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
の
１
級
建
築
士
試
験

（
合
格
率
12
･４
％
）で
は
12

人
が
合
格
し
、
北
海
道
で

は
、
北
海
道
大
学
、
室
蘭
工

業
大
学
に
次
い
で
、
第
３
位

と
な
り
ま
し
た
。
合
格
率
が

12
･４
％
の
難
関
を
突
破
し

た
合
格
者
に
心
か
ら
の
祝
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

「
東
商
リ
サ
ー
チ
」、「
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
」
の
調
査
結
果
、
そ

し
て
１
級
建
築
士
の
試
験
結
果

は
、
本
学
が
、
北
海
道
で
ピ
カ
リ

と
光
る
大
学
か
ら
全
国
ブ
ラ
ン

ド
の
大
学
へ
と
、
そ
の
道
を
着
実

に
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

【
学
長
 木
村
和
範
】

昨
年
12
月
16

日
付
け
で
二
つ
の

重
要
な
最
高
裁
大

法
廷
判
決
が
出
さ

れ
た
。

１
つ
は
女
性
の
再
婚
禁
止
期

間
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
が

２
０
１
５
年
４
月
１
日
に
離
婚

届
を
提
出
し
て
Ｂ
と
の
婚
姻
関

係
を
解
消
し
、（
実
際
に
は
認
め

ら
れ
な
い
が
）
翌
４
月
２
日
に
Ｃ

と
の
婚
姻
届
を
提
出
し
、
こ
の
日

か
ら
２
０
１
日
目
に
Ａ
が
Ｄ
を

出
産
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
日
は

Ｃ
と
の
婚
姻
か
ら
２
０
０
日
を

経
過
し
た
後
で
あ
り
、
か
つ
Ｂ
と

の
離
婚
の
日
か
ら
３
０
０
日
以

内
で
も
あ
る
。

民
法
７
２
２
条
２
項
は
「
婚
姻

の
成
立
の
日
か
ら
２
０
０
日
を

経
過
し
た
後
又
は
婚
姻
の
解
消

若
し
く
は
取
消
し
の
日
か
ら
３

０
０
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
は
、

婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
も
の
と
推

定
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
規
定
か
ら
す
る
と
Ｂ
も
Ｃ

も
Ｄ
の
父
親
だ
と
推
定
さ
れ
て

し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
こ
の
例
の
よ
う
な
重
複

期
間
が
生
じ
な
い
よ
う
女
性
に

対
し
て
１
０
０
日
（
３
０
０
日
｜

２
０
０
日
）
の
再
婚
禁
止
期
間
を

設
け
れ
ば
足
り
る
。

し
か
し
民
法
７
３
３
条
１
項

は
こ
れ
を
超
え
て
６
ヶ
月
の
再

婚
禁
止
期
間
を
設
け
て
お
り
、
こ

れ
は
女
性
に
対
し
婚
姻
の
自
由

の
過
剰
な
制
約
を
課
す
も
の
で

あ
る
か
ら
、
１
０
０
日
間
を
超
え

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
違
憲
で

あ
る
と
判
断
し
た
の
が
１
つ
め

の
判
決
で
あ
る
。

２
つ
め
は
夫
婦
同
氏
を
定
め

る
民
法
７
５
０
条
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
同
条
自
体
は
婚
姻
の

際
に
夫
の
氏
を
称
す
る
こ
と
を

規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
実

際
に
は
大
部
分
の
夫
婦
が
夫
の

氏
を
称
し
て
い
る
。

最
高
裁
は
、
氏
を
改
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

喪
失
感
を
抱
く
場
合
が
あ
る
こ

と
、
婚
姻
前
の
氏
を
使
用
し
て
築

い
た
社
会
的
な
地
位
や
業
績
が

あ
る
中
で
氏
を
変
更
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
不
利
益
が
生
じ
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
も
、
結
論
と
し
て

は
同
条
を
合
憲
と
判
断
し
て
い

る
（
た
だ
し
積
極
的
に
合
憲
と
判

断
し
た
と
い
う
よ
り
は
「
違
憲
と

ま
で
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
た
と

社長の出身大学、全国第６９位

トピックス
42

『
椿
夫
人
』

８

元
工
学
部
教
授
で
本
学
名

誉
教
授
の
谷�

�

吉
雄

�
�
�

先
生
（
76

歳
）
が
平
成
28
年
１
月
１
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

■
谷
 吉
雄
先
生

《
ご
経
歴
》
昭
和
37
年
関
東
学

院
大
学
工
学
部
建
築
科
卒

業
、
同
年
北
海
道
大
学
助
手
、

昭
和
45
年
本
学
工
学
部
助
教

授
、昭
和
53
年
同
教
授
、平
成

10
年
～
16
年
就
職
部
長
、
平

成
18
年
～
21
年
工
学
部
長

（
平
成
20
年
度
１
年
間
再
雇

用
）、
平
成
20
年
退
職

私
は
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日

よ
り
、
カ
ナ
ダ
国
ア
ル
バ
ー
タ
州

カ
ル
ガ
リ
ー
市
に
あ
る
カ
ル
ガ

リ
ー
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し

精
神
面
や
体
力
面
へ
の
悪
影
響

も
課
題
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
カ
ナ
ダ
で
も
同
様

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

十
年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
Physical Literacy（
Ｐ
Ｌ
）」

と
い
う
考
え
方
の
啓
蒙
と
、
各
競

技
団
体
が
、
生
理
学
的
・
心
理
学

的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
作

成
し
た
子
ど
も
期
の
競
技
者
育

成
プ
ラ
ン
「
Long Term
 Ath-

lete Developm
ent（
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｄ
）」の
普
及
が
行
わ
れ
、
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｌ
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
大
学
の
Dr. M
argaret

W
hiteheadが
提
唱
し
た
考
え

方
で
す
。
私
は
、
幸
運
に
も
カ
ル

ガ
リ
ー
で
、
彼
女
の
講
演
を
聴
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
女

が
強
調
し
て
い
た
の
は
、「
Ｐ
Ｌ

と
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
動
的

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
自
信
、
身
体
能
力
、
知
識
、

理
解
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
個
人
の

有
し
て
い
る
能
力
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
私

は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー

を
、
将
来
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
た
め
、
ま
た
は
優
秀
な
ア
ス
リ

ー
ト
に
な
る
た
め
に
必
要
な
基

礎
的
運
動
能
力
と
捉
え
、
主
に
子

ど
も
期
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能

力
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
彼
女
が
Physical Liter-

acy Journeyと
表
現
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
は
生
涯
を
通
じ
て
身
に

つ
け
る
べ
き
能
力
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
カ
ル

ガ
リ
ー
教
育
委
員
会
と
提
携
し

て
中
学
・
高
校
に
ス
ポ
ー
ツ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

る
National Sports Acad-

em
yの
指
導
者
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
り
、
資
料
収
集
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ル
ガ
リ
ー
市
内
で

Coyote Den Baseball Cen-

tre
を
運
営
し
て
い
る
M
r.

Steve Lloydの
ご
協
力
で
、
10

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

野
球
教
室
に
も
参
加
さ
せ
て
い

て
滞
在
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
ガ
リ

ー
大
学
は
、
14
学
部
、
２
０
０
以

上
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
有
す
る
国
立
の
総
合
大

学
で
、
３
万
人
の
学
部
生
と
３
万

人
の
大
学
院
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
卒
業
生
の

70
％
近
く
が

カ
ル
ガ
リ
ー

近
郊
に
就
職
を
し
て
お
り
、
地
域

貢
献
の
大
き
さ
が
特
色
の
大
学

で
す
。
私
は
Hum
an Perform
-

ance Labに
所
属
し
、キ
ネ
シ
オ

ロ
ジ
ー
学
部
の
准
教
授
で
あ
る

Dr.PK
Doyle-Bakerの
研
究

グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在
り
方
」
に

つ
い
て
で
す
。
札
幌
市
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
と
運
動

不
足
問
題
は
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
勝
利
至
上
主
義
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
も
た
ら
す
、
子
ど
も
の

た
だ
き
、
Baseball Canadaの

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を

学
ん
で
い
ま
す
。

カ
ル
ガ
リ
ー
で
は
、
研
究
の
み

な
ら
ず
、
日
常
生
活
に
お
い
て

も
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
か
け

が
え
の
な
い
友
人
を
作
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
北
海
学
園
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

経
営
学
部
教
授田�

中�
�

昭�
�

憲�
�

カナダ
カルガリー大学

在外研修在外研修在外研修在外研修在外研修
報 告

留
学
生
10
万
人
計
画
と
日
本

語
教
師
養
成
が
叫
ば
れ
た
平
成

５
年（
１
９
９
３
年
）、
本
学
に
人

文
学
部
が
発
足
し
た
。
当
時
の
人

文
学
部
の
開
設
準
備
責
任
者
で

あ
っ
た
菱
川
善
夫
名
誉
教
授
と

山
根
對
助
名
誉
教
授
（
い
ず
れ
も

故
人
）
か
ら
、
留
学
生
受
け
入
れ

と
日
本
語
教
師
養
成
を
人
文
学

部
で
行
な
う
よ
う
に
文
部
省
（
当

時
）
か
ら
進
言
さ
れ
た
と
聞
い

た
。
あ
れ
か
ら
20
数
年
、
本

学
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
態

勢
は
さ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
が
、「
日
本
語
教
員

養
成
課
程
」
は
人
文
学
部
の

専
門
科
目
を
基
盤
に
、
２
０

０
０
年
か
ら
歩
み
を
続
け

る
。本
学
に
｢日
本
語
教
員
養

成
課
程
｣が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
学
生
、
卒
業
生
が
い

る
と
い
う
。
卒
業
生
が
多
額

の
費
用
を
払
い
民
間
の
｢教

師
養
成
講
座
｣を
受
講
し
た

話
は
よ
く
聞
く
。
科
目
等
履

修
制
度
も
活
用
し
、
課
程
科

目
を
履
修
で
き
る
の
で
、
学

部
を
問
わ
ず
卒
業
生
も
含
め

教
師
志
望
者
は
窓
口
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
課
程
」を
修
了
し
、
民
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
国
際
交
流
基
金
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
海
外

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、イ
ン
ド
、ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
）
の
高
校
、
大
学
、
民

間
学
校
の
現
場
で
教
鞭
を
と

っ
て
い
る
人
達
も
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
一
昨
年
よ
り
提

携
校
の
カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
も
国
際
交
流
基

金
の
助
成
に
よ
る
日
本
語
助

手
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
世

界
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
今

後
も
輩
出
で
き
る
よ
う
、
課

程
修
了
生
の
未
来
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

私
自
身
は
こ
の
〈
日
本
語

教
師
養
成
〉を
学
部
、大
学
院

で
担
当
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
学

生
、
院
生
に
恵
ま
れ
、
教
育
・
研

究
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
日
本
語
教
育
学
」
と
い
う
分
野

は
、
日
本
語
学
、
言
語
学
を
軸
に
、

教
育
理
論
・
学
習
理
論
・
言
語

習
得
理
論
が
密
接
に
絡
む
。
ま

た
、
比
較
言
語
文
化
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
研
究

と
関
連
す
る
領
域
は
広
い
。
こ
れ

ま
で
私
は
歴
史
的
、
比
較
文
化
的

（
地
域
文
化
的
）
に
日
本
語
教
育

が
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
、
発
展

を
遂
げ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と

に
研
究
の
主
眼
を
置
い
て
き
た
。

外
国
に
お
け
る
日
本
語
研
究
と

そ
の
歴
史
、
教
育
者
・
学
習
者
が

日
本
語
教
育
に
ど
う
向
き
合
う

（
た
）
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
こ

れ
か
ら
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。【
専
門
：
日
本
語
教
育
、

応
用
言
語
学
】

研
究
研
究
室室
のの

窓窓

人
文
学
部
教
授

中�
�

川�
�

か
ず
子�

日本語教師養成と日本語教育研究

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
新
年
交
礼
会
が
１
月
７
日
、

札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
。
今
年
表
彰
さ
れ
た
永

年
勤
続
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
40
年
勤
続
〔
教
員
〕
太
田
和
宏

（
経
済
）、
瀬
川
修
二
（
経
済
）、
藤

田
正
（
法
）、
吉
田
敏
雄
（
法
）

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
吉
田
文
夫

（
工
）、
岡
崎
敦
男
（
工
）、
串
山
繁

（
工
）
▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
伊
藤

友
章
（
経
営
）、
福
永
厚
（
経
営
）

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕平
野
研（
経

済
）、
佐
藤
芳
彰
（
経
営
）、
下
村

直
樹
（
経
営
）、
庄
司
樹
古
（
経

営
）、
菅
原
秀
幸
（
経
営
）、
原
井

憲
二
（
工
）、
中
村
誠
也
（
法
科
大

学
院
）、〔
職
員
〕柏
尾
文
太（
工
）、

橋
本
大
輔
（
教
務
セ
ン
タ
ー
）、
長

勢
正
人
（
人
文
）

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
吉
田
和
典

▼
20
年
勤
続
〔
職
員
〕
田
口
聖
志

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
加
藤
由
紀

子
、
堤
悦
子
、
水
野
俊
平

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
矢
澤
秀
治

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
本
間
貴

▼
40
年
勤
続〔
教
員
〕山
後
直
道
、

林
美
宏
、▼
30
年
勤
続〔
教
員
〕井

川
修
二
、
賀
波
澤
力
、
▼
10
年
勤

続
〔
教
員
〕
稲
葉
健

▼
30
年
勤
続
松
下
良
春
、
安
達

昭
弘
、
▼
10
年
勤
続
可
香
谷
亮

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

平成28年永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

永
年
勤
続
・
北
海
商
科
大
学

年頭の挨拶を述べる森本正夫理事長

法
務
研
究
科
教
授

（
法
科
大
学
院
）

四�

ッ�

谷�

有�

喜�

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在
り
方

カルガリーオリンピックのスケート会場（オリンピック･オバール）

大学の研究室前にて

い
う
印
象
を
抱
く
）。

判
決
は
、
夫
婦
同
氏
制
の
採
用

に
つ
い
て
は
、
婚
姻
制
度
や
氏
の

在
り
方
に
対
す
る
社
会
の
受
け

止
め
方
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
と
も
述
べ
て
お
り
、

こ
の
問
題
に
決
着
を
付
け
た
と

い
う
よ
り
は
今
後
の
議
論
に
結

論
を
委
ね
た
判
決
で
あ
る
。

出身大学 人数順位
１

２

３

４

５

北海学園大学

日本大学

北海道大学

札幌大学

北海道自動車短期大学

887

800

501

443

406

（出所）『TDB』（株）帝国データバンク 2015年2月18日号 3頁

表：道内企業の社長

婚
姻
を
巡
る
二
つ
の
最
高
裁
判
決
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事
務
部
長

木�

村�
�

勝�
�

照�
�

「
Ｓ
Ｄ
」
と
は
ス
タ
ッ
フ
･デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
事

務
職
員
の
職
能
開
発
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
中
央
教
育
審
議
会

は
、
大
学
改
革
の
推
進
、
教
育
･研

究
の
活
性
化
の
た
め
、
教
員
･事

務
両
組
織
を
車
の
両
輪
に
例
え
、

両
者
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立
を
答
申
の
中
で
求
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
方
の
大
学
の
事
務
組
織
は
、
重

（
５
月
）さ
ら
に
、
研
修
者
の
中
か

ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発
表
者
を

選
出
し
、今
年
度
は
10
月
か
ら
12

月
ま
で
に
６
回
、
研
修
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
解
決
型

Ｓ
Ｄ
と
し
て
、
対
象
課
題
の
解

決
･改
善
の
た
め
、４
つ
の
テ
ー
マ

に
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
将
来
に
備
え
た

能
力
開
発
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
が
策

定
し
た
「
次
世
代
の
学
校
･地
域
」

創
生
プ
ラ
ン
」（
馳
プ
ラ
ン
）
で

は
、
来
年
度
（
平
成
28
年
）
に
は

学
校
教
育
法
の
改
正
を
視
野
に
、

事
務
職
員
の
職
務
内
容
の
見
直

し
、
事
務
体
制
の
強
化
･配
置
の

充
実
を
掲
げ
ま
し
た
。
実
質
的
な

教
職
協
働
に
舵
を
切
っ
た
と
み

法
学
部
教
授若�

�

月�
�

秀�
�

和�
�

今
年
の
５
月
26
～
27
日
に
三

重
県
の
伊
勢
志
摩
で
先
進
国
首

脳
会
議（
Ｇ
７
）が
開
催
さ
れ
、
安

倍
晋
三
首
相
が
議
長
役
を
務
め

る
。
日
本
の
首
相
が
サ
ミ
ッ
ト
の

議
長
を
務
め
る
の
は
、
１
９
７

９
年
（
東
京
･大
平
正
芳
首

相
）、
８
６
年（
東
京
･中
曽
根

康
弘
首
相
）、９
３
年（
東
京
･宮

澤
喜
一
首
相
）、
２
０
０
０
年（
沖

縄
･森
喜
朗
首
相
）、
０
８
年
（
洞

爺
湖
･福
田
康
夫
首
相
）、
１
６
年

の
今
回
で
６
回
目
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
大
平
か
ら
福
田
の

５
名
の
首
相
の
う
ち
、
中
曽
根
を

除
く
４
名
は
サ
ミ
ッ
ト
で
采
配

を
と
っ
て
か
ら
１
年
以
内
に
退

陣
し
て
お
り
、
宮
澤
に
至
っ
て
は

ほ
ぼ
レ
イ
ム
ダ
ッ
ク
の
状
態
で

あ
っ
た
（
内
閣
不
信
任
案
を
突
き

付
け
ら
れ
た
う
え
の
解
散
総
選

挙
の
最
中
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
安

倍
は
上
記
５
名
の
首
相
と
比
べ

て
も
、
群
を
抜
い
て
安
定
し
た
権

力
基
盤
を
有
し
て
お
り
、
政
権
担

当
期
間
も
満
３
年
を
超
え
、
サ
ミ

ッ
ト
出
席
回
数
も
今
回
で
４
度

目
に
な
る
（
第
二
次
安
倍
内
閣

下
）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
前
任
者
た
ち

よ
り
も
、
議
長
と
し
て
指
導
力
を

発
揮
し
や
す
い
状
況
下
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ミ
ッ
ト
の

地
盤
沈
下
が
指
摘
さ
れ
て
す
で

に
久
し
い
。
中
国
や
イ
ン
ド
と
い

っ
た
新
興
諸
国
の
国
力
増
大
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
国
際
経
済

に
お
け
る
Ｇ
７
諸
国
が
占
め
る

割
合
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
Ｇ

７
諸
国
の
首
脳
だ
け
が
集
ま
っ

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
と
こ

ろ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
･金
融
化

が
進
む
国
際
経
済
を
制
御
し
て

い
く
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
さ
ら

に
、
国
際
政
治
面
に
お
い
て
は
、

本
来
Ｇ
７
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ

っ
た
米
国
の
存
在
感
が
低
下
し
、

シ
リ
ア
な
ど
中
東
に
お
い
て
ロ

シ
ア
の
影
響
力
が
強
ま
り
つ
つ

あ
る
。と
こ
ろ
が
、２
０
１
４
年
の

ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
よ

り
、
同
国
は
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
排
除

さ
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

国
際
政
治
・
経
済
の
運
営
は
、

Ｇ
７
の
協
議
だ
け
で
は
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
安

倍
首
相
は
強
く
意
識
し
て
い
る

よ
う
だ
。
新
年
の
テ
レ
ビ
番
組
で

も
、「
北
朝
鮮
や
シ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
の
問
題
な

ど
、
ロ
シ
ア
の
建
設
的
な
関
与
が

必
要
。
Ｇ
７
の
議
長
国
と
し
て
、

大
統
領
と
会
っ
て
話
を
す
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
、
サ
ミ
ッ

ト
開
催
ま
で
に
訪
ロ
し
て
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
と
首
脳
会
談
を
行

う
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
ク
リ
ミ

ア
併
合
以
降
、
米
欧
と
ロ
シ
ア
と

の
関
係
が
冷
却
化
す
る
な
か
、
２

０
１
２
年
末
の
首
相
就
任
以
来
、

安
倍
が
プ
ー
チ
ン
と
実
に
６
度

の
会
談
を
重
ね
て
き
た
意
味
は
、

決
し
て
小
さ
く
な
い
。
こ
の
ロ
シ

ア
と
の
パ
イ
プ
を
用
い
て
、
中
長

期
的
に
ロ
シ
ア
を
国
際
協
力
体

制
に
関
与
す
る
よ
う
誘
導
に
努

め
な
が
ら
、
欧
米
と
ロ
シ
ア
と
の

橋
渡
し
役
を
演
ず
る
こ
と
で
、
日

本
の
存
在
感
を
高
め
る
意
図
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
安
倍
は
議
長
国
の
権
限

と
し
て
、
中
国
の
海
洋
進
出
や
北

朝
鮮
の
非
核
化
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
地
域
の
平
和
･安
定
に
つ
い
て

も
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
、
中

朝
両
国
の
動
き
に
歯
止
め
を
か

け
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
欧
州
諸
国
に
す
れ
ば
中
東
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
よ
り
優
先

順
位
が
低
く
、
効
果
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
他

方
、
国
際
経
済
の
安
定
化
や
環
境

と
い
っ
た
問
題
で
は
、
中
国
を
こ

れ
に
ど
う
関
与
さ
せ
て
い
く
か

が
カ
ギ
に
な
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て

の
今
後
の
方
途
が
い
ま
だ
不
明

確
な
の
が
気
に
な
る
点
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
将
来
的
に
は

Ｇ
７
に
ロ
シ
ア
を
復
帰
さ
せ
る

と
と
も
に
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ

ラ
ジ
ル
を
含
め
た
「
Ｇ
11
」
の
形

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
Ｇ
７
の

ま
ま
で
は
会
議
体
と
し
て
意
義

あ
る
決
定
が
で
き
ず
、
一
層
の
空

洞
化
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

加
速
す
る
18
歳
（
入
学
者
）
人

口
の
減
少
は
大
学
の
経
営
環
境

を
直
撃
し
、
引
き
続
き
学
生
に
選

ば
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
こ

と
の
ハ
ー
ド
ル
は
嵩
を
増
す
こ

と
で
し
ょ
う
。
迫
り
く
る
困
難
に

対
し
て
、
何
よ
り
も
課
題
解
決
能

力
に
長
け
、
よ
り
広
い
視
野
と
洞

察
力
を
備
え
た
事
務
職
員
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

影
の
出
席
者
の
ロ
シ
ア・中
国
を
め
ぐ
っ
て

要
事
項
を
教
授
会
が
審
議
し
、
そ

の
決
定
事
項
を
黙
々
と
処
理
す

る
の
が
役
割
で
あ
り
、
組
織
上
も

事
務
職
員
の
意
見
が
学
内
行
政

に
反
映
さ
れ
る
環
境
が
十
分
に

整
備
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、

ほ
ぼ
教
員
組
織
を
補
完
す
る
存

在
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
改
革
･改

善
す
る
目
的
で
Ｓ

Ｄ
が
奨
励
さ
れ
て

い
る
訳
で
す
。

本
学
の
Ｓ
Ｄ
は
、
平
成
22
年
に

北
海
学
園
大
学
事
務
研
修
（
Ｓ

Ｄ
）
委
員
会
規
程
を
定
め
、
事
務

研
修
の
制
度
化
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
各
部
署
に
割
り
振
ら
れ

て
い
た
研
修
経
費
を
、
Ｓ
Ｄ
委
員

会
の
下
に
一
元
化
し
、
意
欲
の
あ

る
職
員
を
対
象
に
研
修
事
業
の

公
募
（
４
月
）、
研
修
者
の
決
定

平
成
27
年
度

北
海
道
地
域
事
業
活
動
報
告
交
流
会

去
る
平
成
27
年
12
月
８
日
、本

学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習
室
Ｂ
に

お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
私
立
大

学
情
報
教
育
協
会
主
催
の
北
海

道
地
域
事
業
活
動
報
告
交
流

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
に
は

本
学
教
職
員
お
よ
び
道
内
外

の
大
学
・
短
大
関
係
者
約
60

名
が
出
席
し
、
３
時
間
弱
の
長

時
間
に
わ
た
り
同
協
会
の
向

殿
政
男
会
長
、
井
端
正
臣
局
長

か
ら
、
大
学
・
短
期
大
学
に
お

け
る
教
育
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
可
能
性
と
、
そ
の
限

界
を
踏
ま
え
た
取
組
事
例
等

が
報
告
さ
れ
た
。

お
も
な
内
容
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
話
集
会
に
よ

る
理
解
の
促
進
の
取
組
、
汎
用
的

能
力
と
し
て
問
題
発
見
・
解
決
型

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
事
例

紹
介
、
情
報
環
境
の
整
備
充
実
と

大
学
連
携
・
産
学
連
携
の
推
進

と
題
し
て
情
報
化
整
備
状
況
、
補

助
金
対
策
、
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
導
入
の
課
題
と
対
策
、
著

作
権
改
正
要
望
の
経
緯
等
、
さ

ら
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
全
学
的
推
進
と
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
策
の
取

組
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
防
御
対

策
に
向
け
た
教
職
員
の
職
能

開
発
に
つ
い
て
な
ど
有
益
か

つ
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
後
半
に
は
、
特
色
あ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入
事
例
や
今
後
の
補
助
金

の
動
向
等
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
も
あ
り
、
活
発
な
質
疑
や
意
見

交
換
も
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

情報通信技術（ICT）の可能性

人文学部教授

常
� �

見
�

信
� �

代
�

同
僚
、
職
員
の
み
な
さ
ん
の
寛
大

な
ご
配
慮
に
よ
っ
て
平
穏
に
教
員

生
活
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
学
生
に
恵
ま
れ
、「
ゼ
ミ
と
卒
論

と
コ
ン
パ
」
と
い
う
大
学
文
化
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
文

系
大
学
に
対
す
る
下
品
な
風
が
吹

き
荒
れ
る
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
お

お
ら
か
で
骨
太
な
人
間
教
育
を
自

信
を
も
っ
て
継
承
さ
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
46
年
北
海
道
大
学
大

学
ん
だ
こ
と
を
梃�

子�

に

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を 工学部教授

牧
� �

野
�

圭
� �

二
�

現
在
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
だ
い
ぶ

前
の
「
電
子
計
算
機
」
の
成
熟
期
に

学
び
、
そ
の
後
、
大
き
な
計
算
機
シ

ス
テ
ム
の
計
画
か
ら
設
置
、
運
用
に

ま
で
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
、
計
算
機
屋
と
し
て
幸
せ
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ

北
海
学
園
で
送
っ
た

充
実
し
た
教
員
生
活 経済学部教授

小
�

田
�

清
���

北
海
学
園
北
見
大
学
を
振
り
出

し
に
、
本
学
と
併
せ
て
39
年
間
の
教

員
生
活
。
諸
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
の

暖
か
い
ご
指
導
・
ご
協
力
の
も
と
、

充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
今

日
、
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
と
は
何

か
、
そ
の
中
身
が
厳
し
く
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
小
手
先
で
は
な
く
大
学
全

体
で
意
思
一
致
さ
せ
、
創
立
百
年
を

学
問
に
は
自
由
を
！ 法学部教授

吉
� �

田
�

敏
� �

雄
�

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
研
究
で

き
ま
し
た
こ
と
、
又
、
向
学
心
に
燃

え
る
学
生
の
皆
様
に
講
義
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
教
職
員
、
学

生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
下
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
由
闊
達
な
研
究
・

教
育
を
保
障
す
る
制
度
が
維
持
さ

れ
る
中
で
、
教
養
に
裏
付
け
ら
れ
た

専
門
知
識
・
思
考
力
を
有
す
る
学

生
が
世
に
送
り
出
さ
れ
、
又
、
欧
米

で
も
通
用
す
る
研
究
成
果
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
46
年
北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、

昭
和
48
～
50
年
西
ド
イ
ツ
留
学（
ド

イ
ツ
学
術
交
換
奉
仕
局
奨
学
生
）、

昭
和
62
年
法
学
博
士
（
北
海
道
大

学
）、
昭
和
46
年
北
海
道
大
学
法
学

部
助
手
、
昭
和
50
年
本
学
法
学
部
講

師
、
昭
和
52
年
同
助
教
授
、
昭
和
60

年
同
教
授（
刑
法
を
担
当
）、
平
成
４

年
同
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
刑
法
特
殊
研
究
を

担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】『
刑
法
理
論
の

基
礎
』、『
不
真
正
不
作
為
犯
の
体
系

と
構
造
』、
論
文
：「
Punitivity

Today in Japan, in : Punitivity.

International Developm
ents」

リ
ベ
ラ
ル
な
伝
統
を
大
切
に

経済学部教授

太
� �

田
�

和
� �

宏
� �

院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
、

平
成
８
年
経
済
学
博
士
（
北
海
道
大

学
）、
昭
和
51
年
本
学
経
済
学
部
講

師
、
昭
和
53
年
同
助
教
授
、
昭
和
61

年
同
教
授
（
西
洋
経
済
史
を
担
当
）、

平
成
７
年
同
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
担
当
（
経
済
政
策
史
特

殊
講
義
Ⅱ
、
比
較
経
済
政
策
史
特
殊

研
究
Ⅱ
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
『
家
父
長

制
の
歴
史
構
造
』、『
オ
フ
サ
イ
ド
の

自
由
主
義
』、
論
文
：「
エ
ル
ン
ス

ト
・
エ
ン
ゲ
ル
、
も
し
く
は
『
脂
ぎ

っ
た
下
僕
』
と
な
ら
な
い
生
き
方
に

つ
い
て
」

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

ん
も
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を

梃�

子�

に
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、

工
学
博
士（
北
海
道
大
学
）、昭
和
50

年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和

61
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
元

年
同
教
授
、
平
成
７
年
同
大
学
院
工

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
計
算
機
応
用
特
別
講
義
Ⅰ
を
担

当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：「
モ
デ

ル
作
成
過
程
に
お
け
る
問
題
分
析

手
法
の
検
討
」

11
年
を
振
り
返
り
感
謝

法務研究科教授
（法科大学院）

三
�

上
� �

英
� �

昭
� �

恩
師
、
故
小
林
充
先
生
の
お
誘
い

で
法
科
大
学
院
の
教
員
の
一
員
に

加
え
て
い
た
だ
き
、
先
生
の
「
今
ま

で
の
経
験
を
後
輩
に
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
指
導
を
し

て
き
た
が
、
今
こ
の
11
年
を
振
り
返

る
と
、
私
自
身
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
と
の
思
い
が
す

る
。
教
員
皆
様
の
学
術
研
究
へ
の
真

摯
な
姿
勢
、
学
習
･研
究
環
境
作
り

に
努
力
さ
れ
て
い
る
職
員
の
方
々
。

今
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
42
年
中
央
大
学
法
学

部
法
律
学
科
卒
業
、
昭
和
44
年
か
ら

昭
和
54
年
ま
で
の
期
間
に
静
岡
地

方
裁
判
所
、
横
浜
家
庭
裁
判
所
、
横

浜
地
方
裁
判
所
、
旭
川
地
方
･家
庭

裁
判
所
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
判
事

補
と
し
て
勤
務
、
昭
和
54
年
か
ら
昭

和
62
年
ま
で
の
期
間
に
東
京
地
方

裁
判
所
、
釧
路
地
方
･家
庭
裁
判
所
、

札
幌
地
方
裁
判
所
で
判
事
と
し
て

勤
務
、
昭
和
62
年
札
幌
地
方
裁
判
所

部
総
括
判
事
、
昭
和
63
年
札
幌
高
等

裁
判
所
 事
務
局
長
、平
成
５
年
東
京

地
方
裁
判
所
部
 総
括
判
事
、平
成
９

年
最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
教
官

（
刑
事
裁
判
上
席
教
官
）、
平
成
12
年

札
幌
地
方
裁
判
所
長
、
平
成
15
年
札

幌
法
務
局
所
属
公
証
人
、
平
成
17
年

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
刑

事
法
総
合
演
習
を
担
当
）

本
学
の
リ
ベ
ラ
ル
な
伝
統
の
お

か
げ
で
、
充
実
し
た
研
究
と
教
育
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
こ
の
経
験
を
貴
重
な
糧
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
棺
の
蓋
を
閉

じ
た
と
き
の
た
め
に
。

【
略
歴
】
昭
和
51
年
京
都
大
学
大
学

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、

文
学
修
士（
北
海
道
大
学
）、昭
和
46

年
北
海
道
大
学
文
学
部
助
手
、
昭
和

62
年
北
海
道
女
子
短
期
大
学
、
平
成

５
年
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学
部

（
旧
静
修
短
期
大
学
）、
平
成
９
年
札

幌
国
際
大
学
人
文
・
社
会
学
部
を

経
て
、
平
成
11
年
本
学
人
文
学
部
教

授
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
概
論
Ⅰ
を
担

当
）、
平
成
17
年
同
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
英

米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
：『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
女
性
誌
―
婚
姻
・
家

族
・
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
』、
翻
訳
（
監

訳
）：『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
 ブ
リ

テ
ン
諸
島
の
歴
史
〈
２
〉
ポ
ス
ト
・

ロ
ー
マ
』、
論
文
：「
修
道
院
パ
ル
キ

ア
の
再
検
討
―
ア
イ
オ
ナ
を
中
心

に
」

目
指
し
て
下
さ
い
。

【
略
歴
】
昭
和
52
年
北
海
道
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
、
 昭
和
52
年
北
海
学
園

北
見
大
学
商
学
部
講
師
、
昭
和
56
年

同
助
教
授
、
昭
和
59
年
本
学
経
済
学

部
助
教
授
、
昭
和
61
年
同
教
授
（
開

発
政
策
論
を
担
当
）、
平
成
７
年
同

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
開
発
政
策
論
特
殊

研
究
Ⅰ
を
担
当
）、
昭
和
55
年
農
学

博
士
（
北
海
道
大
学
）

【
主
な
著
書
】『
地
域
問
題
を
ど
う
解

決
す
る
の
か
～
地
域
開
発
政
策
概

論
』、『
地
域
開
発
政
策
と
持
続
的
発

展
』、『
開
発
計
画
と
地
域
政
策
～
北

海
道
の
現
実
か
ら
』

教
育
研
究
、大
学
運
営
な
ど
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

先
生
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
研
修
会

図書館          11/10−12   第17回図書館総合展
                   11/18−20   学術情報リテラシー教育担当者研修

 学習支援システム課  6/4−5       NEW EDUCATION EXPO 2015
                   6/18          教育支援セミナー
                   9/2−4       教育改革ICT戦略大会
                   10/27        大学改革セミナー
                   12/19        大学職員情報化研究講習会（ICT活用コース）
事務部          6/10−11    社会保険実務の基礎・労働保険コース
                   6/18          労働法改正の最新動向と企業実務への影響
                     8/19          「マイナンバー制度」実務講座
                     8/26          マイナンバー制度と実務対応
                   9/2−4       教育改革ICT戦略大会
                   10/14〜16   大学経理部課長相当者研修会
開発研究所    11/9−12 第17回図書館総合展／教育・学術情報オ

ープンサミット2015

経済学部       6/22          大学職員のための学生対応力向上講座
                   10/27−29   大学教務部課長相当者研修会
                   11/12−13   大学マネジメント改革総合大会
経営学部       10/23        主任・係長クラスマネジメント研修
                   10/27−29   大学教務部課長相当者研修会
                   11/13−14   大学マネジメント改革総合大会
法学部          9/1           高等教育政策と大学改革の動向研究セミナー
                   10/21        対人折衝スキル基本セミナー
                   12/11−12   輝く大学を創る原理原則を考える
人文学部       11/12        絶対に使える! 英文eメール作成術セミナー
工学部          6/19          カルタヘナ法及び名古屋議定書に関する説明会
                   6/22          大学職員としての学生対応力向上講座
                   9/8           メンタルヘルスの基礎知識

 教務センター  5/31          全国私立大学教職課程研究連絡協議会 第35回研究大会
                   6/13−14    2030年も生き残るための本気の教育改革

 キャリア支援センター  8/1−2       インストラクター基礎修得
                   12/11        面接試験のための支援・指導の考え方とスキル習得講座
                           1/24          求職支援に役立つ業界・企業研究法
入試部          7/9−11      インターネット出願に伴う業務研修ならびに情報収集
                   7/12−14    入試部入試課業務研修ならびに情報収集
                   12/10        著作権セミナー
学生部          9/8           メンタルヘルスの基礎知識
                   12/9−10 コンプライアンス研修  個人情報保護、情

報セキュリティ、SNSのリスクを知る編

    所 属         開催日           研修会の名称     所 属         開催日           研修会の名称

10/13   佐々木啓明、土島直也  マイナンバー制度と実務対応
11/17   堀内　彰                   マスコミとの付き合い方と危機管理
11/24   河口忠臣、新田　遼     メンタルヘルスの基礎知識
12/1    白川貴規                   対人折衝スキル基本セミナー
12/15   中井　龍                   学術情報リテラシー教育担当者研修
12/22   杉山　匡、河村洋行     大学教務部課長相当者研修会

平成27年度 SD研修発表会

平成27年度 SD研修会の実績

開催日           発表者                研究テーマ

SD研修発表会の様子
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「
住
み
や
す
い
」
地
域
と
「
住
み

続
け
た
い
」
地
域
の
違
い
は
な
に

か
？
 北
広
島
市
民
意
識
調
査
の

分
析
結
果
か
ら
、「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
う
地

域
づ
く
り
に
は
、
公
共

交
通
、
医
療
、
買
物
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
医
療
・
買
物
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
主
目

的
を
支
え
る
「
公
共
交
通
」
の
充

実
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
将
来
の
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
日
常
生
活
を
支

え
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
公
共

交
通
の
課
題
、
特
に
公
共
交
通
の

衰
退
に
根
深
く
潜
む
社
会
的
ジ

レ
ン
マ
と
、
そ
の
克
服
の
必
要
性

に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
低
炭

素
・
資
源
循
環
、
買
物
・
通
院
・

見
守
り
・
生
活
交
通
確
保
な
ど

の
諸
課
題
に
総
合
的
に
対
応
す

る
た
め
に
、
北
海
道
が
推
進
し
て

い
る
「
北
の
住
ま
い
る
タ
ウ
ン
」

構
想
の
取
り
組
み
事
例
等
を
紹

介
し
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
北
広
島
市
民
の

皆
様
か
ら
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
熱
心
な
質
問
等
を
頂

き
、
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

東
洋
経
済
新
報
社
に
よ
る
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い

て
、
北
広
島
市
は
２
０
１
４
年
、

２
０
１
５
年
と
道
内
１
位
と
な

っ
た
。
講
座
で
は
、
な
ぜ
こ
う
し

た
結
果
と
な
っ
た
の
か
を
、
か
つ

て
道
内
１
位
と
な
っ
た
こ
と
の

あ
る
名
寄
市
と
比
較
し

な
が
ら
検
証
し
た
。北
広

島
市
は
下
水
道
の
普
及

や
公
園
面
積
に
加
え
、

大
規
模
商
業
施
設
の
進

出
が
順
位
を
引
き
上
げ
た
要
因

で
あ
る
。
他
方
、
評
価
の
指
標
は

数
値
化
で
き
る
も
の
に
限
定
し

て
お
り
、
大
都
市
近
郊
の
新
興
都

市
が
有
利
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
際
し
て
は
、
ラ

ン
キ
ン
グ
に
一
喜
一
憂
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
と
自
治
体
が
独

自
の
指
標
を
設
け
、
自
分
の
ま
ち

を
評
価
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。
と
く
に
、
将
来
の
超
高

齢
社
会
を
見
据
え
な
が
ら
、
健
康

に
住
み
続
け
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
、
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
す

る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
は
な

い
か
、
と
提
起
し
た
。

講
座
は
、
当
日
の
受
付
も
含
め

て
90
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
盛

況
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
を
は
じ
め

本
学
関
係
者
が
多
か
っ
た
こ
と

も
印
象
的
だ
っ
た
。

「
考
え
よ
う
。
北
広
島
で
の
暮

ら
し
方
」
が
テ
ー
マ
な
の
で
、
ロ

シ
ア
語
教
育
、
ス
ラ
ヴ
語
学
を
専

門
と
す
る
者
が
講
座
を
担
当
す

る
こ
と
が
場
違
い
で
あ
る
こ
と

は
分
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
北

広
島
市
民
の
一
人
と
し
て
、
高
齢

化
の
北
広
島
（
特
に
北

広
島
団
地
）
で
の
「
暮
ら

し
」
は
日
常
そ
の
も
の

な
の
で
、
高
齢
化
の
ま

ち
で
の
暮
ら
し
に
必
要

な
も
の
の
一
つ
と
し
て

「
学
び
の
楽
し
み
」
の
提
案
を
試

み
た
。

今
回
は
、
ロ
シ
ア
語
学
習
を
通

じ
て
ロ
シ
ア
語
圏
の
社
会
、
文
化

を
垣
間
見
る
こ
と
の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と
し
た
。
ロ
シ
ア
文
化
の

基
層
に
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
社
会
、

文
化
を
知
る
た
め
に
必
須
で
あ

る
ロ
シ
ア
正
教
、
ロ
シ
ア
文
字

（
ロ
シ
ア
語
版
キ
リ
ル
文
字
）
に

つ
い
て
お
話
し
、
そ
の
後
、
実
際

に
ロ
シ
ア
文
字
と
そ
の
発
音
、
簡

単
な
表
現
等
を
聴
講
者
の
皆
さ

ま
と
学
習
し
た
。
ま
た
、
学
生
引

率
し
た
夏
季
ロ
シ
ア
研
修
の
映

像
を
見
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
現
実

に
つ
い
て
お
話
し
た
。

ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
語
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
か
疑
問
で

あ
る
が
、
北
広
島
で
の
ロ
シ
ア
語

講
座
開
設
の
呼
び
水
に
な
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。
町
内
会
の
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
喜
び

と
緊
張
の
時
間
で
あ
っ
た
。

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
と
北
広
島
市
の
共
催
で
、11
月
17
日
、26

日
、12
月
10
日
と
３
回
に
わ
た
り「
考
え
よ
う
。
北
広
島
市
で
の
暮
ら
し

方
。」を
共
通
テ
ー
マ
に
、北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
て
第
１
回
地
域

連
携
特
別
講
座
を
行
っ
た
。
講
師
の
先
生
方
か
ら
講
演
内
容
を
伺
っ
た
。

地
域
連
携
特
別
講
座

地
域
連
携
特
別
講
座

〜
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
〜

〜
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
〜

地
域
連
携
特
別
講
座

〜
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
〜

第1回第1回住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

道
内
１
位
の
意
味
を
考
え
る

第1回･11月17日

経
済
学
部
教
授   

佐
藤 

信　

さ
と
う
ま
こ
と

北
広
島
の
将
来
の

地
域
づ
く
り
を
考
え
る

工
学
部
教
授   

鈴
木 

聡
士

す
ず
き

そ
う
し

第2回･11月26日

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
初
習
外
国
語

ー
ロ
シ
ア
文
字（
キ
リ
ル
文
字
）を

　

通
じ
て
の
異
文
化
理
解
ー

人
文
学
部
教
授   

寺
田 

吉
孝

て
ら
だ

よ
し
た
か

第3回･12月10日

人文学部・寺田吉孝教授

工学部・鈴木聡士教授

経済学部・佐藤信教授

去
る
１
月
14
日
、
本
学
と
北
海

道
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

く
協
働
事
業
の
一
環
と
し
て
、
北

海
道
エ
ゾ
シ
カ
協
会
専
務
理
事

井
田
宏
之
氏
に
よ
る
講
演
会
「
北

海
道
を
考
え
る
～
エ
ゾ
シ
カ
の

被
害
か
ら
食
肉
と
し
て
の
有
効

活
用
ま
で
」が
実
施
さ
れ
た
。

明
治
以
降
、
開
拓
民
に
よ
る
乱

獲
や
大
雪
な
ど
に
よ
っ
て
激
減

し
た
エ
ゾ
シ
カ
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
１
９
２
０
年
か
ら
１
９
５

７
年
ま
で
の
全
面
禁
猟
期
を
経

た
保
護
政
策
に
よ
っ
て
爆
発
的

な
増
加
を
み
た
。
正
確
な
推
計
は

難
し
い
が
、
全
道
で
お
よ
そ
46
万

頭
（
平
成
26
年
度
）
は
生
息
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

山
林
や
原
野
に
遊
ぶ
シ
カ
の

群
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

捕
獲
と
処
理
を
含
む
適
正
な
対

策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

「
北
海
道
エ
ゾ
シ
カ
対
策
推
進
条

例
」
へ
と
結
実
す
る
こ
と
に
な

る
。ま

た
、
シ
カ
と
人
間
の
適
切
な

関
係
の
一
側
面
と
し
て
「
鹿
肉
」

の
消
費
と
い
う
事
実
が
横
た
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
井
田
氏
は
教

え
て
く
れ
た
。

ち
な
み
に
、
講
演
直
後
の
１
月

18
日
か
ら
20
日
の
３
日
間
に
わ

た
っ
て
本
学
生
協
食
堂
に
お
い

て「
鹿
肉
丼
」販
売
が
行
わ
れ
、
連

日
好
評
で
合
計
４
２
１
食
が
完

売
と
な
っ
た
。
北
海
道

に
と
っ
て
の
エ
ゾ
シ
カ

の
意
義
を
食
か
ら
も
堪

能
で
き
た
経
験
で
あ
っ

た
。

（
開
発
研
究
所
長
･小
坂

直
人
経
済
学
部
教
授
）

北
海
道
と
の
協
働
事
業
講
演
会

は
、
北
海
道
の
自
然
の
豊
か
さ
を

象
徴
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の

だ
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
平
成
26
年
度

に
発
生
し
た
シ
カ
に
よ
る
農
林

業
被
害
額
が
46
億
円
に
上
る
と

と
も
に
、
自
動
車
と
の
衝
突
事
故

は
１
８
１
８
件
（
平
成
25
年
度
）、

列
車
支
障
件
数
は
２
５
３
６
件

（
同
）も
発
生
し
て
い
る
。
人
間
社

会
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時

期
が
き
て
い

る
の
か
も
し

れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
、

エ
ゾ
シ
カ
の

学生食堂G’caFeにて
特別販売された鹿肉丼

ご
存
知
で
し
た
か
？

人
文
学
部
・
附
属
図
書
館
講
演
会

人
文
学
部
と
附
属
図
書
館
主

催
の
「
人
文
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
活
用
～
デ
ジ
タ
ル
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
視
座

～
」
と
題
し
た
講
演
会

が
12
月
12
日
、
34
番

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
日
文
研
）
の
森
洋
久
准
教

授
。
日
文
研
で
古
文
書
や
古
地
図

な
ど
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
、
活
用
を
担
当
し
て
い
る
。

森
先
生
は
講
演
前
半
で
、
日
文

研
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
公
開
し
て
い
る

映
像
を
紹
介
し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進

歩
の
一
方
で
古
い
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
問

題
点
と
、
そ
の
対
策
を
説
明
。

後
半
は
「
情
報
と
は
何
か
」
に

つ
い
て
、
分
子
生
物
学
に
お
け
る

生
命
と
情
報
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
間
社
会

の
関
係
、
人
口
知
能
、
様
々
な
学

説
な
ど
か
ら
考
察
し
た
。
森
先
生

は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
で
、

過
去
に
は
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
爆
発
的
に
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
」
と
し
、「
我
々
は

“
多
様
性
”
と
い
う
面
か
ら
科
学

技
術
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
学
問
と
し
て
、

人
文
学
は
現
代
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
」と
指
摘
し
た
。

人
文
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

国際日本文化研究セ
ンター・森洋久准教授

毎
月
第
４
火
曜
日
は

「
シ
カ
の
日
」で
す
！

「
今
こ
そ
読
み
た
い
、『
天
皇

の
軍
隊
』
─
著
者
の
大
濱
徹
也

先
生
に
聞
く
─
」
と
題
し
た
第

８
回
人
文
学
の
挑
戦
が
12
月

19
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本

人
文
学
部
イ
ベ
ン
ト
人
文
学
の
挑
戦

店
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
筑
波

大
学
名
誉
教
授
・
元
本
学
人
文

学
部
教
授
の
大
濱
徹
也
先
生
、

聞
き
手
は
人
文
学
部
・
郡
司

淳
教
授
。『
天
皇
の
軍
隊
』
は
、

兵
士
と
さ
れ
た
民
衆
の
場
か

ら
、「
皇
軍
」と
い
わ
れ
た
日
本

の
軍
隊
を
内
在
的
に
把
握
し

よ
う
と
し
た
作
品
。大
濱
先
生

は「
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
持

っ
て
い
た
記
憶
を
手
が
か
り

に
、歴
史
全
体
を
読
む
必
要
が

あ
る
」と
話
し
た
。

今こそ読みたい『天皇の軍隊』

筑波大学名誉教授・元本学人
文学部教授・大濱徹也先生
（右）と人文学部・郡司淳教授

も
っ
と
知
り
た
い
学
園
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
第
２
弾
「
も
し
学
園

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
な
か
っ
た
ら

僕
ら
は
弁
護
士
に
な
ら
な
か
っ

た
…
か
も
し
れ
な
い
カ
フ
ェ
」

が
11
月
20
日
、33
番
教
室
で
開

か
れ
た
。
話
し
手
は
本
学
法
科
大

学
院
Ｏ
Ｇ
の
小
林
杜
季
子
弁
護

士
と
同
Ｏ
Ｂ
の
田
村
暢
健
弁

護
士
、
池
田
翔
一
氏
（
２
０
１

５
年
司
法
試
験
合
格
）、
聞
き

手
は
本
学
法
科
大
学
院
教
授

の
中
村
誠
也
弁
護
士
、
法
学

部
･樽
見
弘
紀
教
授
。
本
学
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
メ
リ
ッ

ト
を
、
池
田
氏
は
「
少
人
数
制

な
の
で
教
授
と
学
生
の
距
離

が
近
く
気
軽
に
質
問
で
き

る
」、
小
林
氏
は
「
施
設
が
24

時
間
利
用
で
き
る
」、
田
村
氏

は
「
一
人
一
人
に
机
が
与
え

ら
れ
、
整
っ
た
環
境
で
勉
強

に
集
中
で
き
る
」と
熱
く
語
っ
た
。

本
学
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
・
対
策
委
員
会
と
基

本
権
委
員
会
は
１
月
27
日
、
豊

平
校
舎
Ｄ
30
番
教
室
と
、
山
鼻

校
舎
３
Ａ
番
教
室
に
お
い
て
、

教
職
員
を
対
象
に
「
学
生
相
談

か
ら
見
た
教
職
員
の
巻
き
込
ま

れ
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
」
と

題
し
た
研
修
会
を
実
施
し
た
。

講
師
は
、
臨
床
心
理
士
・
学
生

相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
本
学
非

常
勤
講
師
）
の
渡
邉
紀
子
氏
。

左から法学部･樽見弘紀教授、法科大学
院教授･中村誠也弁護士、法科大学院O
Ｇ･小林杜季子弁護士、同OB･田村暢健
弁護士、池田翔一氏

当日は多くの教職員が参加した

渡
邉
氏
は
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
以
外
に

も
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

多
様
化
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
に
つ
い
て
解
説
。

ま
た
、
学
生
か
ら
の
相
談

時
の
対
応
で
教
職
員
が
意
図

せ
ず
学
生
の
心
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
教
職
員

の
熱
意
や
親
切
心
か
ら
結
果

的
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
を
問

題
と
し
て
挙
げ
た
。

そ
う
い
っ
た
二
次
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
も
、「
学
生
か
ら

の
相
談
で
戸
惑
っ
た
時
な

ど
、
気
軽
に
教
職
員
で
も
学

生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
を
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
新
任
教
職
員

は
赴
任
の
年
度
に
、
そ
の
他
の
教

職
員
は
２
０
１
１
年
度
以
降
４

年
に
１
回
、
出
席
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

多様化する問題  二次被害にも注意

朝
倉
利
光
名
誉
教
授
が
理
事

長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海

道
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
推
進
協

会
に
よ
る
講
演
会
が
12
月
12
日
、

Ａ
Ｖ
４
教
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
ジ
ェ
ロ
ン
ト

ロ
ジ
ー
（
老
年
学
）
の
挑
戦
～
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
終
末
期
を

め
ぐ
る
死
生
学
と
豊
か
な
社
会

を
創
成
す
る
福
祉
工
学
を
考
え

よ
う
～
」。

一
つ
目
の
講
演

は
、
北
海
高
校
校

長
の
山
崎
省
一
氏
に
よ
る
「
死
生

考
～
終
末
期
を
め
ぐ
っ
て
～
」。

山
崎
氏
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る

死
生
観
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
老
い
と
死
に
ど
う
向
き
合

っ
て
い
く
か
考
察
。「『
人
間
の
物

語
』
の
一

つ
と
し
て

捉
え
、『
人

生
と
い
う

開
発
研
究
所
と
経
済
学
部
は

１
月
18
日
、
Ｃ
31
番
教
室
に
お

い
て
「
い
な
か
ビ
ジ
ネ
ス
教
え

ち
ゃ
る
!!
～
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
北
海
道
の
可
能
性
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

た
。講
師
は
、一
般
社
団
法
人
い

な
か
パ
イ

プ
代
表
理

事
・
佐
々

倉
玲
於
氏
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｅ
ｙ
ｅ
ｓ

代

表

理

事
・
佐
々
倉

愛
氏
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
海
道
エ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
代

表
理
事
・
浜
中
裕
之
氏
。
玲
於
氏

は
高
知
県
、
愛
氏
は
愛
媛
県
、

浜
中
氏
は
北
海
道
を
そ
れ
ぞ

れ
拠
点
と
し
、
農
山
漁
村
の

人
々
や
地
域
の
企
業
と
、
都

市
に
住
む
若
者
を
つ
な
げ
る

た
め
に
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
玲
於

氏
は
「
北
海
道
の
地
域
性
や

特
色
に
合
っ
た
自
分
た
ち
な

り
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

考
え
る
こ
と
」、
愛
氏
は
「
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
参
加

を
」、
浜
中
氏
は
「
道
内
で
働

く
意
義
を
再
考
し
、
北
海
道

の
面
白
さ
を
伝
え
る
活
動
も
し

た
い
」と
語
っ
た
。

作
品
』
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
が

日
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。　

二
つ
目
の
講
演
は
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
･

北
海
道
大

学
名
誉
教

授
･北
海
道

科
学
大
学
特
命
教
授
の
伊
福
部

達
氏
に
よ
る
「
高
齢
社
会
を
豊
か

に
す
る
福
祉
工
学
～
北
海
道
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と

～
」。
伊
福
部
氏

は
、
 聴
く
･話
す
･

見
る
を
補
助
す

る
福
祉
工
学
の
世
界
を
紹
介
。
無

医
地
区
（
医
者
が
定
住
し
て
い
な

い
地
区
）
が
全
国
で
最
も
多
く
、

冬
期
間
の
寒
冷
･積
雪
に
よ
る
外

出
の
妨
げ
が
あ
る
北
海
道
に
は
、

「
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
、
離
れ
て
い
て

も
高
齢
者
の
健
康
状
態
を
確
認

で
き
る
技
術
な
ど
、
福
祉
工
学
的

視
点
か
ら
の
助
け
も
必
要
」
と
述

べ
た
。

山崎省一氏

伊福部達氏

佐々倉愛氏

地域インターンシップの可能性

北
海
道
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
推
進
協
会
講
演
会

第
39
回
法
学
部
×
法
科
大
学
院
カ
フ
ェ

開
発
研
究
所
･
経
済
学
部
講
演
会

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
策

委
員
会
／
基
本
権
委
員
会
研
修
会

佐々倉玲於氏浜中裕之氏

老
年
学
の
挑
戦

本学で学んだからこそ弁護士に

「
北
海
学
園
に
お
け
る
国
際
交

流
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

第
４
回
教
育
研
究
交
流
会
が
２

月
27
日
、
本
学
７
号
館
で
開
催

さ
れ
た
。
講
演
で
は
各
校
の
取

り
組
み
を
報
告
し
、
情
報
交
換

会
で
意
見
交
換
す
る
な
ど
、
連

携
を
深
め
有
意
義
な
交
流
会

と
な
っ
た
。

▼
講
演
１
「
中
小
企
業
の
海
外

展
開
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
人
材
育
成
─
平
成
27
年
度

の
取
り
組
み
と
課
題
」（
本
学
経

営
学
部
・
内
藤
永
教
授
）

▼
講
演
２
 「
世
界
で
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
」（
北

海
学
園
札
幌
高
校
・
石
川
尚
子

教
諭
）

▼
講
演
３「
国
際
交
流
活
動
の
先

に
あ
る
も
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
に
求
め
ら
れ
る
タ
フ
ネ
ス
」（
北

海
商
科
大
・
加
藤
由
紀
子
教
授
）

国際交流の実践報告
経営学部･内藤永教授による講演

教
育
開
発
運
営
委
員
会
教
育
研
究
交
流
会
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１
９
９
４
年
に
高
齢
化
社
会

か
ら
高
齢
社
会
（
高
齢
者
比
率

が
14
％
以
上
）に
移
行
し

た
日
本
は
、
そ
の
後
高
齢

化
の
テ
ン
ポ
を
速
め
、
現

在
お
お
よ
そ
国
民
の
４
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
８

人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
高
齢

者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
団

塊
の
世
代（
１
９
４
７
年
、
１
９

４
８
年
、
１
９
４
９
年
生
ま
れ
）

が
75
歳
に
達
し
て
い
る
２
０
２

５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
数
は
約
２
２
０
０
万
人
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

も
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
世
帯
の

増
加
、
子
と
の
同
居
率
の
低
下
、

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
、

こ
の
10
数
年
の
間
で
大
き
く
変

化
し
た
。

そ
こ
で
、
効
果
的
・
効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
模
索
し
な

が
ら
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
十

分
考
慮
し
て
介
護
・
医
療
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

現
在
、
介
護
従
事
者
の
労
働
条

件
が
良
好
で
な
い
た
め
に
短
期

間
で
退
職
す
る
者
が
多
い
。
介

護
従
事
者
の
労
働
条
件
の
改
善

と
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
の
問
題
が
密
接
に
関
連
し
て

い
る
と
い
う
視
点
の
う
え
で
、

介
護
・
医
療
の
施
策
の
展
開
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
で
は
、
以
上
の
問
題
意

識
の
も
と
で
介
護
・
医
療
問
題

に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
が
、と

く
に
重
視
し

た
の
は
財
源

と
自
治
体
の

役
割
で
あ
る
。

厳
し
い
国
の

財
政
状
況
が
あ
る
の
で
国
の
財

政
再
建
問
題
を
避
け
て
通
れ
な

い
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
は
消
費
税

や
所
得
税
を
軸
と
し
た
税
制
改

革
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今

後
重
要
に
な
る
地
域
包
括
ケ
ア

で
は
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
う
事
業
者
や
住
民
団
体
な

ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
役
割
が
自

治
体
に
求
め
ら
れ
る
。
地
域
実

情
を
踏
ま
え
な
が
ら
創
意
・
工

夫
し
た
自
治
体
の
介
護
・
医
療

政
策
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

本
書
は
９
章
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
介
護
保
険
の
大
幅
な
改

正
（
２
０
１
５
年
度
か
ら
実

施
）、65
歳
以
上
の
者
の
介
護
保

険
料
の
高
額
化
に
関
す

る
問
題
、青
森
県
西
北
五

地
域
の
広
域
連
合
立
病

院
の
設
立
と
運
営
、
市
町
村
国

保
の
都
道
府
県
移
管
な
ど
、
主

に
日
本
の
介
護
・
医
療
を
論
じ

た
が
、
北
欧
型
福
祉
国
家
の
一

員
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
も
、
こ
の
10
数
年
の
間
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
経
済
の
停
滞

の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
や

福
祉
の
民
営
化
な
ど
、
福
祉
国

家
が
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

『介護･医療の施策と財源
−自治体からの再構築−』

同文舘出版 2015年

を

横山 純一法学部教授
よこ やま   じゅん いち
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地
域
実
情
踏
ま
え
た
介
護
・
医
療
政
策
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
変

悩
み
ま
し
た
が
、
地
域
の
た
め
に

行
動
す
る
こ
と
が
私
の
務
め
と

決
断
し
た
次
第
で
す
。
現
在
、
市

政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
複
雑
化

し
、
行
政
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
今
後
の
地
方
発
展

の
行
方
を
左
右
す
る
地
方
創
生

の
取
り
組
み
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
一
次
産
業
の
振
興
、
子
育
て

支
援
や
移
住
・
定
住
対
策
な
ど

を
重
点
項
目
に
掲
げ
、
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、先
駆
的
な
事
業

と
し
て
、
総
務
省
の
補
助
事
業

「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
都
市
部
と
地
方
の
新
し
い
働

き
方
や
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け

た
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
、
新
た

な
雇
用
創
出
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
様
々
な
分
野
に
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
本
学
で

の
悔
い
の
な
い
充
実
し
た
４
年

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
の
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

割
の
薄
荷
で
栄
え
た
ま
ち

で
し
た
が
、
現
在
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
や
多
彩

な
地
域
資
源
に
恵

ま
れ
、
作
付
面
積
と

生
産
量
が
日
本
一

の
「
玉
ね
ぎ
」

「
白
花
豆
」や
サ

ロ
マ
湖
と
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
の
豊
か
な
漁
場
で
育

て
ら
れ
た
「
ホ
タ
テ
」「
牡
蠣
」
な

ど
農
林
水
産
業
が
基
幹
産
業
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出

し
日
本
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
カ

ー
リ
ン
グ
な
ど
、
地
域
の
宝
を
生

か
し
た
地
域
の
更
な
る
振
興
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
海
学
園
在
学
中
の
思
い
出

は
、
何
と
言
っ
て
も
、
４
年
生
の

昭
和
50
年
夏
に
札
幌
市
で
開
催

し
た
「
第
19
回
東
北
・
北
海
道
学

生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
実
行
委

員
長
を
務
め
た
こ
と
で
す
。
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
加
盟

大
学
15
校
、
約
７
０
０
名
の
参
加

北
見
市
は
、
平
成
18
年
３
月
の

１
市
３
町
（
旧
北
見
市
・
端
野

町
・
常
呂
町
・
留
辺
蘂
町
）
の
合

併
に
よ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

か
ら
石
北
峠
ま
で
、
東
京
駅
か
ら

箱
根
ま
で
の
距
離
に
相
当
す
る

約
１
１
０
km
、
全
国
で
４
位
、
道

内
最
大
の
広
大
な
行
政
面
積
を

有
す
る
人
口
約
12
万
人
の
都
市

で
、
今
月
の
５
日
に
合
併
10
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

か
つ
て
は
世
界
シ
ェ
ア
約
７

て
社
会
の
見
聞
を
広
げ
る
こ
と

に
勤
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
つ

か
海
外
で
働
い
て
み
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
海
外
で

の
経
験
は
日
本
人
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
く
た
め
の
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
と
の

交
流
が
活
発
な
ア
ジ
ア
圏
で
勤

務
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
経

験
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
生
活
は

大
学
の
恩
師
･寺
田
吉
孝
先
生
を

で
の
ア
ク
セ
ス
に
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
整

備
が
呼
び
水
と
な
っ
て
観
光
地

へ
の
外
国
投
資
が
増
え
、
そ

れ
に
よ
る
雇
用
増
加
、
そ
し

て
外
国
人
観
光
客
の
増
加
、

観
光
産
業
の
発
展
、
国
民
所

得
の
増
加
と
い
う
の
が
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
如

実
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の

で
す
。
し
か
も
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
は
日
本
の
技
術
を
利

用
し
て
い
る
の
で
、
日
本
企

業
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ

が
相
互
利
益
を
享
受
で
き

る
仕
事
な
の
で
、
や
り
甲
斐

は
あ
り
ま
す
ね
。

­­­学
生
時
代
や
就
職
す
る

ま
で
は
、部
活
や
サ
ー
ク
ル
、ア
ル

バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
、
そ
し
て
留
学
な
ど
を
通
じ

本
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
当

し
て
い
る
組
織
で
す
。
す
な
わ
ち

私
は
国
土
交
通
省
か
ら
外
務
省

に
出
向
し
て
い
る
の
で
す
。

開
発
途
上
国
に
あ
る
大
使
館

に
は
国
土
交
通
省
か
ら
多
く

の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
こ
ス
リ
ラ
ン
カ

で
の
担
当
は
も
ち
ろ
ん
こ
う

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
支
援

で
す
。

個
人
的
に
こ
の
仕
事
は
面

白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
支
援
を
通
じ
て
ス
リ
ラ

ン
カ
の
社
会
経
済
発
展
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
例
え
ば
、
ス
リ
ラ
ン

カ
で
初
め
て
の
高
速
道
路
整

備
は
日
本
の
支
援
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
観
光
立
国
を
目
指
し
て

い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
中
心
都

市
コ
ロ
ン
ボ
市
か
ら
観
光
地
ま

在
ス
リ
ラ
ン
カ
日
本
大
使
館

に
来
る
ま
で
は
国
土
交
通
省
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
主
に
道

路
、
河
川
、
港
湾
、
農
業
、
官
庁

施
設
と
い
っ
た
社
会
全
般
の
基

おと き た たく し

音喜多 卓嗣  
経済学部経済学科（平成７年度卒・43期生）

在スリランカ日本大使館 二等書記官

スリランカでインフラ整備支援
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北見市長  辻 直孝
経済学部経済学科（昭和50年度卒・23期生） 

の
も
と
５
日
間
の
日
程
で
開
催

し
、
経
済
学
の
総
論
か
ら
19
の
部

門
別
に
わ
た
る
各
大
学
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
か
ら
の
発
表
や
熱
い
討

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
主

催
と
し
て
は
初
め
て
の
開
催
と

な
っ
た
大
会
で
あ
り
、
正
直
、
実

行
委
員
長
と
し
て
う
ま
く
大
会

を
運
営
で
き
る
か
相
当
な
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
、
建

学
の
精
神
で
あ
る
「
開
拓
者
精

神
」
で
諦
め
る
こ
と
な
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
そ
し
て
多
く
の
学
友
達

の
協
力
、
先
生
方
か
ら
の
様
々
な

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
無
事
に
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
次
第
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
そ
の
後
市
職
員
と
な
っ
て
か

ら
も
大
い
に
役
立
っ
た
貴
重
な

経
験
・
財
産
で
あ
り
、
当
時
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
と
感
謝

の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨
秋
、
前
市
長
の
急
逝
に
よ

り
、
私
は
急
遽
市
長
選
挙
に
出
馬

積
極
的
に
挑
戦
し
、充
実
し
た
４
年
間
を­­

東
側
玄
関
口
と
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
の
が
豊
平
地
区
で
あ
っ

た
。明

治
41
年
、
北
海
中
学
は
豊
平

の
現
在
地
に
土
地
を
確
保
、
校
舎

や
広
い
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
、
以

来
中
学
校
、
高
校
、
短
大
、
大
学

が
開
学
し
発
展
し
て
き
た
。

５
年
程
前
に
大
学
か
ら
地
元

豊
平
の
歴
史
を
学
報
に
連
載
し

て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
、
気
軽

に
引
き
受
け
た

が
、以
来
18
回
も

の
連
載
と
な
っ

た
。連

載
が
始
ま
る

と
共
に
読
ま
れ
た

方
か
ら
の
反
響
を

い
た
だ
き
、豊
平
の

明
治
２
年
、
北
海
道
の
開
拓
が

創
成
川
を
起
点
と
し
て
開
拓
使

に
よ
り
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り

10
年
以
上
前
の
安
政
時
代
末
期

に
豊
平
川
の
渡
し
守
と
し
て
志

村
鉄
一
が
豊
平
の

東
側
に
永
住
し
、

以
後
開
拓
民
が
近

在
に
入
植
す
る
と
共
に
農
機
具

製
造
や
生
活
用
品
の
販
売
な
ど

早
く
か
ら
住
民
が
住
み
、
札
幌
の

古
い
伝
統
と
歴
史
を
改
め
て
知

る
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
私
も
豊

平
の
多
く
の
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
情
報
を
お
寄
せ
下

さ
る
人
々
と
の
交
流
や
、
写
真
、

記
録
資
料
な
ど
を
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
記
録
を
一
冊
の
本
と
す

る
の
に
は
記
録
が
少
な
い
の
で
、

連
載
さ
れ
な
か
っ
た
記
録
や
写

真
と
地
区
内
に
あ
る
石
碑
な
ど

を
調
べ
地
域
の
年

表
を
加
え
て
、
昨
年

暮
れ
に
何
と
か
纏

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
本
は
、
地
元
豊
平
だ
け
で

は
な
く
、
札
幌
の
一
資
料
と
し
て

残
し
て
お
け
れ
ば
と
、
大
学
図
書

館
に
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
報
読
者
の
方
々
の
た

め
に
も
多
少
作
成
し
ま
し
た
。
購

入
希
望
者
は
中
川
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
１
１
・
８
１
１
・
４
０

３
９
へ
。

歴
史
研
究
家（
元
本
学
非
常
勤
講
師
）

中�
�

川�
�

昭
�
�
�

一�
�

道
整
復
師
会
と
の
協
定
に
基
づ

く
も
の
で
、
今
年
で
18
年
目
に
な

り
、
さ
ら
に
一
昨
年
よ
り
、
講
道

館
柔
道
創
設
者
・
嘉
納
治
五
郎

が
柔
道
普
及
の
た
め
１
９
２
３

年
と
１
９
３
０
年
に
樺
太
を
訪

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
小
・
中
学

生
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
会
は
北
海
道
と
極
東

各
地
域
か
ら
約
１
５
０
名

が
参
加
し
、熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。ロ
シ
ア
選

手
は
身
体
能
力
が
高
く
、力

の
強
さ
と
返
し
技
の
う
ま

さ
で
、派
遣
選
手
は
苦
戦
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、出
場

11
階
級
中
６
階
級
で
優
勝

し
ま
し
た
。

大
会
翌
日
か
ら
は
合
同

稽
古
を
行
い
、北
海
道
の
指

昨
年
９
月
、
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ

ン
州
で
行
わ
れ
た
標
記
事
業
に
、

道
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た

小
・
中
学
生
22
名
と
共
に
引
率

者
の
一
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
親
善
交
流
は
、
サ
ハ

リ
ン
州
柔
道
・
サ
ン
ボ
連
盟
と

北
海
道
柔
道
連
盟
・
北
海
道
柔

導
者
陣
か
ら
柔
道
の
歴
史
や
礼

法
・
技
の
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

私
も
技
の
講
習
を
し
ま
し
た
が

１
０
０
人
以
上
の
前
で
行
う
の

は
初
め
て
で
緊
張
し
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
人
は
子
供
も
指
導
者
も
真

剣
に
技
術
を
学
び
、
そ
し
て
熱
心

に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
姿
勢
は
日
本
勢
も
見
習
う
べ

き
と
こ
ろ
で
す
。

自
由
時
間
に
は
、
子
供
達
と
郷

土
史
博
物
館
で
サ
ハ
リ
ン
の
歴

史
・
自
然
・
民
族
・
産
業
等
を

勉
強
し
た
り
、
お
土
産
店
で
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
等
を
中
心
に
買
い

物
し
た
り
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

サ
ハ
リ
ン
に
は
５
日
間
滞
在

し
、
子
供
達
は
食
事
や
生
活
に
も

苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に

意
識
が
変
わ
り
随
所
に
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。
私
も
柔
道
を
通
し

て
異
国
の
文
化
や
価
値
観
を
学

べ
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
柔
道
連
盟

ジ
ュ
ニ
ア・ロ
シ
ア
少
年
親
善
交
流
報
告

通
じ
て
ロ
シ
ア
留
学
、
そ
の
後
ラ

ト
ビ
ア
留
学
を
通
じ
て
経
験
し

て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
の
生
活
自

体
は
難
な
く
溶
け
込
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は

常
夏
な
の
で
暑
さ
に
最
も
苦
労

し
て
い
ま
す
ね
。
あ
と
、
学
生
時

代
に
英
語
を
含
め
て
も
っ
と
勉

強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い

ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
の

で
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

大
学
は
自
分
の
た
め
に
最
も
時

間
を
使
え
る
時
期
で
す
。
私
は
海

外
に
出
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
が
最

も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

１
日
24
時
間
し
か
な
い
、
そ
う

思
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ふ
と
気
が

つ
い
た
ら
、
あ
な
た
も
ス
リ
ラ
ン

カ
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
は
、
皆
様
の
大
学
生
活
が
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
ス
リ

ラ
ン
カ
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

本
学
経
済
学
部
出
身
の
河
﨑

秋
子
氏（
平
成
13
年
度
卒
・
49
期

生
）
が
執
筆
し
た
小
説
『
颶
風
の

王
』
が
１
月
６
日
、
２
０
１
５
年

度
Ｊ
Ｒ
Ａ
賞
馬
事
文
化
賞
を
受

賞
し
た
。
こ
の
賞
は
日
本
中
央
競

馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
が
、
文
学
、
評

論
、
美
術
、
映
画
、
音
楽
、
写
真
、

公
演
等
を
通
じ
馬
事
文
化
の
発

展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者

を
毎
年
表
彰
。
同
作
品
は
２
０
１

４
年
11
月
に
、『
氷
点
』50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
１
回
限
り
で
設

け
ら
れ
た
三
浦
綾
子
文
学
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。（『
学
報
』
１
０

０
号
５
頁
に
掲
載
）

●
河
﨑
氏
の
コ
メ
ン
ト
「
私
が
暮

ら
す
北
海
道
の
産
業
の
基
盤
、
そ

し
て
暮
ら
し
の
根
に
は
、
い
つ
も

人
と
共
に
馬
た
ち
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。（
受
賞
は
）
北
の
馬
と
馬

飼
い
た
ち
み
ん
な
が
頂
い
た
賞

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

経
済
学
部
経
済
学
科
Ｏ
Ｇ
河
﨑
秋
子
氏

Ｊ
Ｒ
Ａ
賞
馬
事
文
化
賞

札
幌
の
一
資
料
と
し
て
残
し
た
い

『
豊
平
の
歴
史
』出
版
に
あ
た
っ
て

経
営
学
部
書
記

大
谷

�
�
�
�

浩
輔

�
�
�
�

大会後の選手たちと派遣団

仕事で知り合ったスリランカ人家族
との写真（左端が筆者）

日本人サッカーチーム対地元アマチュア
クラブチームの試合後の記念写真
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が

経
っ
た
。
多
く
の
人
が
震
災
直
後

の
衝
撃
や
痛
み
を
忘
れ
か
け
て

い
る
一
方
、
２
０
１
１
年
10
月
よ

り
石
巻
で
始
ま
っ
た
学
生
た
ち

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
５
年
に

わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

様
子
を
伝
え
る
写
真
展
が
２

０
１
６
年
１
月
18
日
か
ら

29
日
ま
で
、
大
学
構
内
で
開

催
さ
れ
た
。

北
海
学
園
大
学
で
は
人
文

学
部
岩
崎
ゼ
ミ
と
米
坂
ゼ
ミ

が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
約
21
回
に
わ
た
り
、
通
算

70
人
を
超
え
る
学
生
た
ち

が
石
巻
に
行
き
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
中
に
は
複

数
回
参
加
し
た
学
生
も

少
な
く
は
な
い
。
震
災
直

後
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

は
、
泥
掻
き
や
ゴ
ミ
拾
い

等
の
地
域
清
掃
や
、
震
災

に
よ
り
遊
ぶ
場
所
や
友
達
を

失
っ
た
子
供
た
ち
と
遊
ぶ
活

動
、さ
ら
に
は
地
域
で
行
わ
れ

る
慰
霊
祭
な
ど
の
行
事
の
手

経
営
学
部
生
通
訳
補
助
と
し
て
派
遣

震
災
被
害
の
様
子
を
報
道
で
知

り
、
子
供
な
が
ら
心
を
痛
め
て
い

た
と
言
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
大
学

生
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
出
来
る
事
を
な
に
よ
り
嬉
し

い
と
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
た
。
昨

今
の
教
育
現
場
で
は
、
い
じ
め
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
ど
の
殺
伐

と
し
た
問
題
が
目
立
つ
が
、
北
海

学
園
大
学
に
は
学
生
た
ち
の
暖

か
い
手
で
引
き
継
が
れ
て
き
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
今
も
続

い
て
い
る
事
を
知
る
と
、
深
く
心

が
和
む
。

伝
い
な
ど
、
そ
の
時
々
の
状
況
に

よ
り
求
め
ら
れ
る
活
動
を
行
っ

て
き
た
。石

巻
に
於
い
て
震
災
直
後

に
始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
バ
ト
ン
は
、
多
く
の

学
生
に
受
け
継
が
れ
、
２
０

１
５
年
の
秋
に
は
先
輩
た
ち

の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
た
い
と

20
人
以
上
の
学
生
が
申
し

出
た
。
そ
れ
ら
の
学
生
た
ち

は
３
組
に
分
か
れ
て
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
待
つ
石
巻

市
の
郊
外
に
あ
る
雄
勝
仮
設

住
宅
を
訪
問
し
た
り
、
学
生

た
ち
と
遊
ぶ
事
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
子
供
た
ち
を
訪
問

し
た
り
、
ま
た
地
域
の
お
年

寄
り
が
集
ま
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
で
活
動
し
た
。

現
在
、
北
海
学
園
大
学
に
在
学

し
て
い
る
学
生
の
多
く
は
、
震
災

当
時
高
校
生
や
中
学
生
で
あ
り
、

1号館1階で開催された写真展

雄勝仮設住宅を訪問して、皆さんのお話しを伺いました

人
文
学
部
教
授

岩�
�

崎�
�

ま
さ
み

震災から５年­学生の活動今も

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
商
談
会

現
在
の
附
属
図
書
館
（
本
館
）

は
１
９
８
７
年
４
月
、
北
海
学
園

創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
現
在
、
工

学
部
図
書
室
を
含
め
た
蔵
書
数

は
約
１
０
０
万
冊
と
な
り
、
本
学

に
お
け
る
質
の
高
い
教
育
･学

習
･研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
10
時
（
１
階
は
午
後
10
時

30
分
）
ま
で
。
一
日
約
１
２
０
０

名
が
利
用
す
る
。
工
学
部
図
書
室

の
職
員
を
含
め
て
総
勢
で
33
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
。

図
書
館
の
仕
事
は
多
岐
に
わ

た
る
。
サ
ー
ビ
ス
･カ
ウ
ン
タ
ー

で
は
図
書
の

貸
出
と
返

却
、
問
い

合
わ
せ
へ
の
対
応
、
閉
架
書
庫

か
ら
の
資
料
取
り
出
し
、
貸
出

予
約
の
受
け
付
け
、
延
滞
図
書

の
督
促
、
さ
ら
に
書
架
の
整
理

な
ど
を
行
う
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
･カ
ウ
ン
タ

ー
で
は
、
本
学
に
は
な
い
文
献

を
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
た

り
、
複
写
の
依
頼
な
ど
を
行
う

一
方
、
本
学
に
同
様
の
依
頼
が

き
た
時
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
。

ま
た
、
学
内
の
学
生
や
教
職
員

だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
、
道
内

の
「
大
学
図
書
館
相
互
利
用
サ
ー

ビ
ス
」
に
よ
り
他
大
学
の
方
も
来

館
し
て
利
用
し
て
お
り
、
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

裏
方
の
仕
事
と
し
て
事
務
室

内
で
は
、
主
に
新
し
く
購
入
し
た

図
書
の
登
録
と
請
求
記
号
の
ラ

ベ
ル
付
け
、
所
蔵
重
複
等
の
理
由

に
よ
る
図
書
の
除
籍
処
理
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
や
学
習

に
対
す
る
適
切
な
選
書
も
図
書

館
員
の
仕
事
で
あ
る
。
数
日
間
休

館
し
て
行
う
蔵
書
点
検
は
年
２

回
。
そ
の
他
、
学
生
に
図
書
館
利

用
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ

ー
ナ
ル
な
ど
の
使
い
方
を
説
明

し
て
い
る
。

図
書
館
の
喫
緊
の
課
題
は
、
書

庫
。
す
で
に
飽
和
状
態
だ
と
い

う
。
古
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
簡

単
に
処
分

で
き
な
い

の
が
現
状

だ
。デ

ー
タ
ベ
ー
ス
や
オ
ン
ラ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
利
用
は
年
契

約
で
、
あ
ま
り
使
わ
れ
ず
所
定
の

要
件
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
と
再

契
約
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

武
田
雅
志
図
書
館
事
務
長
は
「
電

子
化
し
て
い
け
ば
紙
媒
体
の
減

少
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
調
整
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
慎
重
だ
。　

ま
た
、
平
成
27
年
度
私
立
大
学

等
改
革
総
合
支
援
事
業
（
１
頁
参

照
）
の
一
環
と
し
て
、
図
書
館
に

ラ
ー
ニ
ン
グ
･コ
モ
ン
ズ
を
整
備

し
、
３
月
中
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
予
定
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
･コ

モ
ン
ズ
と
は
、
図
書
館
内
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
学
習
が
行
え

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
４

階
に
新
設
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
･エ
リ

部局

紹介
図 書 館

3

ア
）。
そ
れ
に
伴
い
１
階
、
２
階
、

３
階
も
整
備
す
る
。
１
階
は
小
さ

な
ソ
フ
ァ
ー
を
入
れ
て
、
待
ち
合

わ
せ
や
軽
飲
食
も
で
き
る
ラ
ウ

ン
ジ
に
、
２
階
は
資
料
を
広
げ
な

が
ら
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も

学
習
可
能
な
ワ
ー
ク
･エ
リ
ア
、

３
階
は
静
か
に
勉
強
す
る
サ
イ

レ
ン
ト
･エ
リ
ア
と
な
る
。
武
田

事
務
長
は「
図
書
館
は『
静
か
』と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
『
動
き
』
が
可
能
と

な
る
場
所
が
で
き
た
の
で
、
大
い

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か

け
て
い
る
。

2Fの開架図書と学習スペース、手前は雑誌コーナー

3FのAVブース。DVD等の視聴ができる

2FのPCブース。インターネットで蔵書検索

３Fの学習スペース

本
学
に
お
け
る
教
育
・学
習
・
研
究
を
支
援

3
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ラ
ー
ニ
ン
グ・コ
モ
ン
ズ
整
備

岩
崎・米
坂
ゼ
ミ
石
巻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

去
る
１
月
25
日
、
本
学
協
定
校

で
あ
る
韓
国
・
大
田
大
學
校
か

ら
昨
年
４
月
よ
り
本
学
に
留
学

し
て
い
た
金
昭
賢
さ
ん
の
修
了

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
金
さ
ん
か

ら
は
、
今
年
度
は
１
名
で
の
留
学

だ
っ
た
た
め
、
日
本
で
の
生
活
で

様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
自
己

研
鑽
の
場
と
捉
え
、
大
き
な
達
成

感
を
得
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
出
席

し
た
木
村
学
長
・
郡
司
人
文
学

部
長
ら
か
ら
今
後
の
活
躍
に
対

す
る
期
待
と
、
労
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

前列右から3番目が交換留学生の金昭賢さん

交
換
留
学
生

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

修
了
式
挙
行

交
換
留
学
生

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

修
了
式
挙
行

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

大田大學校
（韓国）

も
と
も
と
趣
味
で
日
本
語
の

勉
強
を
し
て
い
た
金
さ
ん
は
、
本

格
的
に
日
本
文
化
や
日
本
語
を

学
び
た
く
て
韓
国
の
大
田
大
學

校
に
入
学
し
、
本
学
に
交
換
留
学

し
た
。
中
川
か
ず
子
ゼ
ミ
に
所
属

し
、
日
本
と
韓
国
の
感
謝
表
現
の

違
い
に
つ
い
て
学
ん
だ
。「
韓
国

で
は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

際
、
目
上
の
人
に
『
感
謝
し
ま
す
』

と
言
い
、
目
下
の
人
に
『
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
使
い
分
け

ま
す
が
、
日
本
で
は
相
手
の
立
場

に
関
係
な
く
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
』
と
表
現
す
る
こ
と
が
多

い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
」。

授
業
で
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
「
日
本
語
教
授
法
」。

「
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
考
え
る

授
業
形
態
は
、
韓
国
で
は
経
験
が

な
く
て
面
白
か
っ
た
で
す
」。

研
究
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
日
本

の
少
子
化
」。「
研
究
前
は
、
少
子

化
の
原
因
が
結
婚
や
子
供
を
望

ま
な
い
人
の
増
加
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
は
望
ん
で
る
人

は
多
く
、
経
済
力
や
周
り
の
子
育

て
環
境
が
整
っ
て
な
い
こ
と
が

原
因
で
諦
め
て
い
る
場
合
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

今
回
、
大
田
大
學
校
か
ら
の
交

換
留
学
生
は
金
さ
ん
一
人
。「
周

り
に
頼
る
韓
国
人
が
い
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
日
本
人

形
式
・
要
素
を
調
べ
ま

し
た
」。
作
品
は
、
寝
殿

造
り
を
参
考
に
し
た
高

床
、
分
棟
式
の
建
物
が

並
ぶ
。
外
壁
は
パ
ラ
グ

ア
イ
の
赤
レ
ン
ガ
。
パ

ラ
グ
ア
イ
の
夏
は
気
温

35
度
以
上
で
湿
度
も

高
く
、
家
族
は
風
通
し

の
い
い
リ
ビ
ン
グ
に
集
ま
っ
て

過
ご
す
習
慣
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
建
築
の
障
子
や
格
子
と
い

っ
た
開
口
部
、
屋
根
の
形
と
軒
の

深
さ
、
縁
側
な
ど
に
着
目
し
、
そ

れ
ら
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
。

「
北
海
学
園
大
学
は
規
模
が
大

き
く
、
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。

先
生
た
ち
は
い
つ
も
身
近
に
い

て
一
人
一
人
を
把
握
し
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
で
は
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
、
仲
間
か
ら
た
く
さ
ん
の
刺

激
を
受
け
ま
し
た
」。

帰
国
後
は
建
築
事
務
所
に
就

職
す
る
予
定
。「
こ
の
研
修
の
経

験
を
何
ら
か
の
形
で
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
日
本
人

移
住
が
始
ま
っ
て
今
年
80
周
年

を
迎
え
る
。
高
橋
さ
ん
は
日
系
３

世
で
、
小
学
４
年
ま
で
祖
父
と
同

居
し
、
日
本
語
が
堪
能
で
あ
る
。

高
橋
さ
ん
は
、
公
益
社
団
法
人

北
海
道
国
際
交
流
・

協
力
総
合
セ
ン
タ
ー

（
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）の
技

術
研
修
員
受
け
入
れ

事
業
に
よ
り
、
昨
年

６
月
か
ら
今
年
３
月

ま
で
本
学
工
学
部
建

築
学
科
で
研
究
生
と

し
て
学
ん
だ
。

パ
ラ
グ
ア
イ
の
大
学
（
６
年

制
）
で
建
築
を
学
び
、
都
市
計
画

に
関
す
る
論
文
を
完
成
さ
せ
た

後
、「
建
築
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
を

勉
強
し
た
い
」
と
日
本
へ
。
米
田

浩
志
研
究
室
で
４
年
生
と
と
も

に
卒
業
設
計
に
取
り
組
ん
だ
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
人
移
住
開
拓

記
念
館
」。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
地
元

に
建
て
る
設
定
で
、
ま
ち
の
中
心

部
に
あ
る
沼
地
を
利
用
し
て
大

き
な
市
民
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、

そ
の
中
の
一
施
設
と
し
て
開
拓

記
念
館
を
提
案
し
た
。

「
パ
ラ
グ
ア
イ
と
日
本
の
融
合

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ

日
系
人
の
軌
跡
や
、
両
国
の
建
築

私の
学び
私私のの
学学びび
私の
学び

留
学
経
験
を
活
か
し
、将
来
は

日
本
と
韓
国
の
橋
渡
し
を
。

移
民
の
軌
跡
を
た
ど
り

パ
ラ
グ
ア
イ
と
日
本
の
融
合

金
� �

昭
�

賢
���

韓国･大田大學校からの留学生

交
流
協
定
校
韓
国
･大
田
大
學
校
か
ら
の
交
換
留
学

生
・
金
昭
賢
さ
ん
と
、
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
来
た
研
究

生
・
高
橋
深
雪
さ
ん
に
、留
学
の
動
機
や
研
究
内
容
、

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
逆
境
を
バ
ネ
に
。
さ
ら
に
「
周

り
の
先
生
や
学
生
は
優
し
く
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
北
海
学
園
に
留
学
し
た

い
で
す
ね
」
と
話
す
。

将
来
は
留
学
で
学
ん
だ
日
本

語
を
活
か
し
て
「
日
本
と
韓
国
の

企
業
を
つ
な
げ
る
橋
渡
し
の
よ

う
な
仕
事
が
し
た
い
」
と
展
望
を

語
る
。

高
� �

橋
� �

深
�

雪
� �

パラグアイからの研究生

高橋さんの卒業設計の模型

◆

◆

◆

し
、
昨
年
10
月
29
日
～
31
日
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

Franchising­&­Licensing

Asia
２
０
１
５
、
年
が
明
け
た

１
月
17
日
～
19
日
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た
W
in-

ter­Fancy­Food­Show
２
０

１
６
に
延
べ
13
名
の
学
生
を
通

訳
補
助
と
し
て
派
遣
し
た
。

派
遣
に
際
し
て
は
、
専
門
家
を

招
い
て
貿
易
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
学
び
、
商
品
特
性
を
知
る
た

め
に
企
業
訪
問
商
品
調
査
を
実

施
し
、
模
擬
商
談
会
を
通
じ
て
通

訳
の
練
習
を
重
ね
た
。
短
期
集
中

型
の
訓
練
の
成
果
は
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
各
商
談
会
で
は
若
手
社

員
の
よ
う
に
商
品
説
明
、
バ
イ
ヤ

ー
と
の
質
疑
を
英
語
で
堂
々
と

こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
度
は
、
札
幌
市
平
成
26
年

度
大
学
提
案
型
共
同
研
究
の
一

環
で
、
本
学
経
営
学
部
の
学
生
を

海
外
商
談
会
に
通
訳
補
助
と
し

て
派
遣
し
、「
中
小
企
業
の
海
外

展
開
を
担
う
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
人
材

の
育
成
モ
デ
ル
構

築
」
を
行
っ
た
。
こ
の
共
同
研
究

の
成
功
を
受
け
て
、
平
成
27
年
度

は
札
幌
市
経
済
局
国
際
経
済
戦

略
室
海
外
戦
略
推
進
課
と
協
働

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、世

界
各
国
１
５
０
０
社
の
展
示
、
２

万
人
の
来
場
者
で
グ
ロ
ー
バ
ル

な
雰
囲
気
を
十
分
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
バ
イ
ヤ
ー
の
速
い

ス
ピ
ー
ド
の
英
語
に
苦
戦
す
る

場
面
も
見
ら
れ
た
が
、
学
生
た
ち

は
他
国
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、「
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
が
華
や
か
で
、
洗
練

さ
れ
て
い
る
」、「
プ
レ
ゼ
ン
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
素
晴
ら
し

い
」、「
健
康
志
向
が
想
像
以
上
に

高
い
」
と
の
感
想
を
抱
い
て
い

た
。
ま
た
、
日
本
の
企
業
に
目
を

向
け
て
「
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

持
つ
も
の
の
訴
求
力
に
欠
け
る
」

と
冷
静
に
分
析
し
て
い
た
。

商談会最終日 安堵の学生たち

企業とバイヤーの間で商談の通訳

経
営
学
部
教
授内�

�

藤�
�

永
�
�
�

堂
々
と
活
躍
分
析
も
冷
静

◆

◆

◆

◆

◆

◆

（人文学部日本文化学科）

（工学部建築学科）

研
修
修
了
式

研
修
修
了
式

研
修
修
了
式

研
修
修
了
式

研
修
修
了
式

高
橋
深
雪
さ
ん

石
井
博
美
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
務

局
長
、
真
柄
祥
吾
工
学
部
長
、
米

田
浩
志
工
学
部
教
授
な
ど
の
出

席
の
も
と
、
学
長
か
ら
修
了
証
書

と
特
別
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

特
別
表
彰
は
、
工
学
部
建
築
学
科

が
特
に
優
れ
た
学
生
を
顕
彰
す

る
も
の
。

修
了
式
に
先
立
っ
て
研
究
成

果
（
上
記
「
私
の
学
び
」
参
照
）
が

披
露
さ
れ
、
指
導
し
た
米
田
教
授

は
、
高
橋
さ
ん
の
研
究
が
高
い
水

準
に
あ
り
、
特
別
表
彰
に
ふ
さ
わ

し
い
と
講
評
し
た
。

研究成果報告会の様子（3月2日）
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本
学
教
員
が
直
接
高
校
を
訪

問
し
て
講
義
を
実
践
す
る
出
前

講
義
や
高
大
連
携
授
業
が
平
成

27
年
度
も
実
施
さ
れ
、
派
遣
実
績

は
61
校
、
１
３
４
講
義
、
受
講
人

数
は
２
９
０
２
名
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
高
校
生
に
大
学
の
講
義
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
問

の
楽
し
さ
･面
白
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
進
路
決
定
や
将
来
勉
強
す

る
こ
と
に
な
る
専
門
分
野
の
知

識
、
情
報
の
取
得
に
も
役
立
つ
た

め
、毎
年
、多
数
の
高
校
か
ら
申
込

み
を
受
け
、
好
評
を
得
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
実
施
実
績
表

は
下
記
の
と
お
り
。

月日（曜） 高校名 派遣教員 テーマ月日（曜） 高校名 派遣教員                                      テーマ
4 月 15日㈬ 高大連携授業 魚住　純 高校から大学への学びの接続 ― 何をどう学ぶのか

22 日㈬ 高大連携授業 川村雅則 若者の雇用、働き方、ワークルール、労働組合について（1）
23 日㈭ 小清水高校 宮入　隆 野菜の流通と産地づくり

5 月 11日㈪ 天塩高校 大平義隆 『ソトもの、ワカもの、バカもの』が組織の未来を開く
13 日㈬ 高大連携授業 川村雅則 若者の雇用、働き方、ワークルール、労働組合について（2）
20 日㈬ 高大連携授業 川村雅則 若者の雇用、働き方、ワークルール、労働組合について（3）
27 日㈬ 高大連携授業 鈴木聡士 環境・エネルギー問題の最新知識

6 月 1 日㈪ 富川高校 谷本陽一 ルールと民法
3 日㈬ 高大連携授業 鈴木聡士 環境政策の費用対効果分析
3 日㈬ クラーク記念国際高校 足立裕介 建築物の劣化診断と補修について

16 日㈫ 石狩南高校 神元隆賢 振り込め詐欺の現状と対策
16 日㈫ 札幌光星高校 今野喜文 コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!
17 日㈬ 根室高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－企業を

ピクト図で見てみよう－
17 日㈬ 高大連携授業 西村宣彦 「政府の役割とは何か」を考える
17 日㈬ 札幌西陵高校 春日　賢 『週刊少年ジャンプ』の経営学
22 日㈪ 石狩南高校 平野　研 大学生協から始める国際協力～フェアトレード
23 日㈫ 札幌英藍高校  山ノ井髙洋 脳波でロボットを操作する
23 日㈫ 札幌光星高校 伊藤友章 スポーツだってマーケティング
24 日㈬ 高大連携授業 西村宣彦 国と地方自治体の財政の現状と課題
25 日㈭ 札幌南陵高校 新沼　協 植物の環境適応戦略
26 日㈮ 旭川凌雲高校 神山義治 企業と労働　
26 日㈮ 札幌創成高校 佐藤大輔 経営学と経済学
26 日㈮ 札幌創成高校  松久三四彦 身近な事例で民法入門
29 日㈪ 札幌厚別高校 吉田敏雄 少年犯罪
29 日㈪ 札幌厚別高校 今野喜文 あなたはユニクロとしまむらの違いがわかりますか
30 日㈫ 函館高校 神元隆賢 SNS と刑法

7 月 1日㈬ 高大連携授業 横山純一 震災復興と財政
11 日㈯ 夢ナビライブ(東京) 大貝健二 パンが地域を変える？ 北海道・十勝の挑戦
13 日㈪ 小樽工業高校 川村雅則 若者の雇用
15 日㈬ 高大連携授業 吉田敏雄 生命の保護と刑法（1） 胚－胎児－人－死体
17 日㈮ 檜山北高校 元木邦俊 声が出る仕組み
17 日㈮ 遠軽高校 田村卓哉 脳とこころの不思議な関係Part1～目・脳・対象・見え方～
18 日㈯ 夢ナビライブ(名古屋) 田中　綾 小説や、ライトノベルのヒミツ、伝えます。
21 日㈫ 倶知安高校 横山純一 高齢社会の到来と介護保険
21 日㈫ 稚内高校 大貝健二 スプーンから見えるグローバル化
22 日㈬ 高大連携授業 吉田敏雄 生命の保護と刑法（2） 自殺（関与）と安楽死
23 日㈭ 帯広緑陽高校 菅原寧格 法学部で学ぶということ
24 日㈮ 旭川西高校 館田晶子 多数決で決められないこと
24 日㈮ 帯広柏葉高校 岡崎敦男 第 2 の地球を捜す
24 日㈮ 帯広柏葉高校 矢村　宏 法曹(裁判官・検察官・弁護士)とは何か？

月日（曜） 高校名 派遣教員 テーマ
11 月 9 日㈪ 千歳高校　　  稻垣美穂子 法律の世界―法学部では法律をどう学ぶ？―

10 日㈫ 札幌旭丘高校 川谷茂樹 メロスはなぜ走ったか？
11 日㈬ 札幌国際情報高校 佐藤大輔 経済学と経営学の違いとは？
11 日㈬ 札幌清田高校 今野喜文 ヒット商品はいかに生み出されるのか?!
16 日㈪ 稚内大谷高校 田中洋也 外国語としての英語語彙学習
17 日㈫ 札幌西陵高校  四ツ谷有喜 身近な事例で民法入門！
17 日㈫ 札幌西陵高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－COOK

PAD のビジネスモデル－
17 日㈫ 豊富高校 田中洋也 外国語としての英語語彙学習
18 日㈬ 遠軽高校 竹内　潔 時事問題研究における助言等
18 日㈬ 天塩高校 赤石篤紀 大事なおカネに関する常識
19 日㈭ 札幌平岸高校 吉田敏雄 少年犯罪
19 日㈭ 江別高校 韓　永學 ジャーナリズムと法
25 日㈬ 有朋高校 川村雅則 若者の雇用・労働－人間らしい働き方とは－
25 日㈬ 札幌琴似工業高校 川村雅則 若者の雇用・労働－人間らしい働き方とは－
27 日㈮ 小樽潮陵高校 逸見宜義 経済学部とは？(経済学部で学ぶこと)
27 日㈮ 小樽潮陵高校 樽見弘紀 法学部とは？(法学部で学ぶこと)
30 日㈪ 岩見沢東高校 佐藤大輔 企業を成功に導くためのマネジメント

12 月 3 日㈭ 羅臼高校 赤石篤紀 大事なおカネに関する常識
8 日㈫ 倶知安高校 魚住　純 レーザと光情報技術
8 日㈫ 倶知安高校 飯野海彦 少年法はロイズの生チョコであったのか

10 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 経済学と経営学の違い－みんなが知らな
い“文系（人文・社会科学）”の魅力と強み

11 日㈮ 札幌北高校 福田都代 国際機関で多国籍の人々と働く：ユネスコでの経験から
11 日㈮ 寿都高校 神元隆賢 SNS と刑法
14 日㈪ 釧路湖陵高校  佐々木博明 空気による暖房と給湯～ゼロエネルギー住宅を目指して～
14 日㈪ 釧路湖陵高校 佐藤哲身 コンサートホールの音響
14 日㈪ 釧路湖陵高校 元木邦俊 発声メカニズムに基づく音声合成
14 日㈪ 釧路湖陵高校 高橋伸幸 日本のツンドラ地域～大雪山の自然～
14 日㈪ 釧路湖陵高校 岡崎敦男 第２の地球を捜す
14 日㈪ 釧路湖陵高校 久保勘二 香りの科学
14 日㈪ 釧路湖陵高校 平田恵啓 音や声を感じる仕組み
15 日㈫ とわの森三愛高校 近藤弘毅 歴史を動かす企業のイノベーション
15 日㈫ とわの森三愛高校 田中　綾 小説のヒミツ、教えます
16 日㈬ 札幌東陵高校 川村雅則 生徒発表への講評会
17 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 新しいアイディアを考えよう①

－グループワークによる製品づくりの研究
1 月21 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 新しいアイディアを考えよう②

－グループワークによる製品づくりの研究
28 日㈭ 札幌手稲高校 佐藤大輔 画期的なアイディアを生みだそう

－社会にイノベーションを起こす製品づくりとは

8 月 6 日㈭ 高大連携授業 鈴木修司 間違いだらけの意思決定
6 日㈭ 高大連携授業 川谷茂樹 メロスはなぜ走ったか？
6 日㈭ 高大連携授業 関谷浩行 ラーメン屋の経営意思決定
7 日㈮ 高大連携授業 伊藤友章 ブランドのサクセスストーリーを描くため

の選択 ～ブランド・マネージャーの決断～
7 日㈮ 高大連携授業 佐藤　淳 なぜ学校で習ったことを日常に活かせないのか

9 月10 日㈭ 礼文高校 鈴木修司 間違いだらけの意思決定
11 日㈮ 岩見沢西高校 淺野高宏 大学と職業を考える講話
11 日㈮ 留萌高校 草間秀樹 「身近な商法の話」～もしも旅館で物が盗まれたら…～
15 日㈫ 江差高校 今野喜文 あなたはユニクロとしまむらの違いがわかりますか
16 日㈬ 青森県立三本木高校 増地あゆみ 「集団は賢いか」～体験ゲームを通じて考える～
28 日㈪ 札幌東陵高校 大西有二 法学部でなにを学び、社会でどのように役立てるか？

10月 7 日㈬ 遠軽高校 竹内　潔 各領域における講演等
9 日㈮ 深川西高校 関谷浩行 ラーメン屋の経営意思決定

15 日㈭ 白樺学園高校 宇土至心 身の回りの金融
15 日㈭ 恵庭南高校 川村雅則 ワーク・ルールを学ぼう

－職場における個人の尊重－（第 1 回）
16 日㈮ 深川西高校 澤野雅彦 日本企業における採用と昇進のしくみ
20 日㈫ 恵庭南高校 川村雅則 ワーク・ルールを学ぼう

－職場における個人の尊重－（第 2 回）
20 日㈫ 石狩翔陽高校 平野　研 経済王に、俺はなる！～グランドライン編
21 日㈬ 帯広工業高校 庄司樹古 なぜ、あの会社は儲かるのか？－アメト

ーークのビジネスモデル－
22 日㈭ 恵庭南高校 川村雅則 ワーク・ルールを学ぼう

－職場における個人の尊重－（第 3 回）
27 日㈫ 帯広工業高校  山ノ井髙洋 脳波でロボットを操作する
27 日㈫ 帯広工業高校 岡崎敦男 第 2 の地球を捜す
29 日㈭ 伊達緑丘高校 川村雅則 若者と働くルールそして労働組合
30 日㈮ 札幌藻岩高校 田中　綾 小説のヒミツ、教えます
30 日㈮ 札幌藻岩高校 佐藤大輔 企業を成功に導くためのマネジメント
30 日㈮ 岩内高校 神元隆賢 SNS と刑法
30 日㈮ 上ノ国高校 川谷茂樹 アリとキリギリス、どちらが『よき生』

か？ あるいは、人生はゲームか？
11月 2日㈪ 恵庭南高校 川村雅則 ワーク・ルールを学ぼう

－職場における個人の尊重－（最終回）
4 日㈬ 札幌新川高校 田中　綾 小説のヒミツ、教えます
4 日㈬ 名寄高校 高氏秀則 ロボットビジョンのしくみ
4 日㈬ 札幌啓北商業高校 大平義隆 『ソトもの、ワカもの、バカもの』が組織の未来を開く
5 日㈭ 静内高校 上野誠治 英語の歴史
6 日㈮ 月形高校 木下和朗 18 歳の選挙権について
6 日㈮ 月形高校 大平義隆 『ソトもの、ワカもの、バカもの』が組織の未来を開く

出
前
講
義
実
績

平
成
27
年
度

４
年
間
の
集
大
成
と
な
る
卒
業

研
究
発
表
会
が
人
文
学
部
と
工
学

部
で
行
わ
れ
た
。
み
な
緊
張
し
な

が
ら
発
表
に
臨
み
、
終
え
た
後
は

充
実
感
に
変
わ
っ
て
い
た
。

各
発
表
結
果
は
次
の
通
り
。

【
人
文
学
部
卒
業
研
究
コ
ン
テ
ス
ト
】

（
２
月
６
日
）

▽
優
秀
賞
：
日
本
文
化
学
科
・
山
田

遥
希
「
歴
史
の
な
か
の
『
勤
皇
』
―
山

国
隊
を
事
例
に
」、
英
米
文
化
学
科
・

吉
田
花
穂
「
 Pit Brow Lasses

～
マ
ン
ビ
ー
が
愛
し
た
女
性
炭
坑
労

働
者
～
」

【
工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
 研
究
室
と
発

表
者
人
数
】（
２
月
16
・
17
日
）

▽
「
土
･施
工
･計
画
系
］
堂
柿
栄
輔
研

究
室
８
人
、
小
野
丘
研
究
室
７
人
、
上

浦
正
樹
研
究
室
７
人
、武
市
靖
研
究
室

７
人
、
計
29
人

▽
「
構
造
系
］
佐
々
木
康
彦
研
究
室
６

人
、
高
橋
義
裕
研
究
室
７
人
、
小
幡
卓

司
研
究
室
６
人
、
計
19
人

▽「
水
･環
境
系
］余
湖
典
昭
研
究
室
７

人
、
嵯
峨
浩
研
究
室
５
人
、
山
本
裕
子

研
究
室
７
人
、
許
士
達
広
研
究
室
５

人
、
計
24
人

【
工
学
部
建
築
学
科
 卒
業
設
計
発
表

会
】（
２
月
15
日
）

▽
最
優
秀
賞
：
河
中
宗
一
朗『
湖
水
の

景
』
▽
優
秀
賞
：
吉
田
昂
平
『
─
連
続

す
る
箱
─
錯
綜
す
る
空
間
─
つ
な
が

る
十
勝
─
』
▽
特
別
賞
：
高
橋
深
雪

（
研
究
生
）『
日
系
人
の
歩
ん
だ
軌
跡
～

未
来
へ
希
望
を
託
し
た
開
拓
者
た
ち

の
想
い
～
』

【
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
 研
究
室
と

発
表
者
人
数
】（
２
月
４
・
５
日
）

菊
地
慶
仁
研
究
室
７
人
、高
氏
秀
則
研

究
室
８
人
、
魚
住
純
研
究
室
９
人
、
元

木
邦
俊
研
究
室
４
人
、大
西
真
一
研
究

室
７
人
、
内
田
ゆ
ず
研
究
室
６
人
、
計

41
人

卒
業
研
究
発
表
会

─
な
ぜ
本
学
生
命
工
学
科
に
？

「
生
命
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
２
浪
し
て
い
た
時
に
自
分
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
多
く
、
自
分

は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、
ど
う
や

っ
て
生
き
て
い
る
の
か
と
考
え

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ

に
、
一
期
生
と
い
う
こ
と
で
自
由

度
が
高
く
面
白
そ
う
だ
な
と
」

─
面
白
か
っ
た
授
業
は
？

「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
習
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
な
ど
、
手

を
動
か
し
て
学
ん
だ
授
業
。
そ
れ

か
ら
、
１
年
次
の
宇
宙
科
学
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
長
沼
と
富
良
野
と
陸

別
に
天
体
観
測
に
行
っ
た

り
、ま
た
、生
命
に
対
す
る

宇
宙
か
ら
の
視
点
を
教
え

ら
れ
た
印
象
深
い
授
業
で

し
た
」

─
卒
業
研
究
の
感
想
は
？

「
髙
橋
考
太
先
生
の
と
こ

ろ
で
酢
酸
処
理
に
よ
っ
て

誘
導
さ
れ
る
分
裂
酵
母
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
様
細
胞
死
の

特
徴
を
テ
ー
マ
に
検
討
し

ま
し
た
。研
究
は
、だ
れ
も

知
ら
な
い
こ
と
を
探
す
、
そ
し
て

だ
れ
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
研

究
に
一
番
大
事
な
の
は
、
熱
意
と

粘
り
強
さ
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、一
期
生
と
い
う
こ
と
で
ラ
ボ

研究は熱意と粘り強さ

中
野 

尚
也

な
か

の

な
お

や

 

工
学
部
生
命
工
学
科
４
年  

進
学
先
：
東
京
大
学
大
学
院 

 

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 

 

メ
デ
ィ
カ
ル
情
報
生
命
専
攻

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
一
か
ら
や

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
か
な
り
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

─
大
学
院
へ
の
進
学
は
？

「
大
学
院
進
学
は
１
年
の
頃
か
ら

考
え
て
い
ま
し
た
。
実
験
だ
け
で

な
く
、
生
命
科
学
と
情
報
工
学
を

融
合
さ
せ
て
も
っ
と
研
究
し
た

い
と
思
い
、
３
年
の
夏
休
み
明
け

か
ら
本
格
的
に
調
べ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
行
く
研
究
室
は
、
代
謝
や

遺
伝
子
発
現
の
組
み
合
わ
せ
な

ど
生
命
の
化
学
変
化
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
て
、
こ
こ
だ
と
決
め
て
、

試
験
勉
強
を
頑
張
り
ま
し
た
」

─
４
年
間
の
感
想
は
？

「
大
学
４
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
学
ん
で
、

知
識
も
技
術
も
身
に
つ
い
た
。
目

の
前
の
こ
と
を
や
っ
て
い
れ
ば

何
か
見
え
て
く
る
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」

社会環境工学科の卒業研究発表

建築学科最優秀賞作品『湖水の景』

電子情報工学科の卒業研究発表

10月30日、札幌藻岩高校で行われた
田中綾人文学部教授による出前講義

経
済
学
部
は
２
０
１
５
年
度
地

域
研
修
報
告
会
を
11
月
28
日
、12

月
５
日
、
40
番
教
室
と
50
番
教
室

で
行
っ
た
。「
地
域
研
修
」で
は
、地

域
づ
く
り
に
関
す
る
諸
活
動
を
直

接
見
て
体
験
し
、
地
域
経
済
・
社

会
を
学
習
し
て
い
る
。
今
年
度
は

20
ゼ
ミ
、
計
２
９
６
名
の
学
生
が

参
加
し
た
。
研
修
内
容
は
以
下
の

通
り
。

地
域
研
修
報
告
会

経
済
学
部

経
営
学
部
の
２
０
１
５
年
度
企

業
研
修
成
果
報
告
会
が
11
月
25

日
、
12
月
２
日
、
９
日
、
16
日
の

４
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
が
就
業

体
験
を
す
る
こ
と
で
、
実
社
会
で

求
め
ら
れ
る
人
材
像
や
ニ
ー
ズ
を

認
識
し
、
大
学
で
の
授
業
内
容
と

の
関
連
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
今
年
度
の

履
修
学
生
は
24
名
で
、
実
地
研
修

先
企
業
・
団
体
は
以
下
の
通
り
。

企
業
研
修
成
果
報
告
会

経
営
学
部

経済学部 2015年度「地域研修」ゼミ・研修地・テーマ〈参加：20ゼミ  計296名〉

経営学部 2015年度「企業研修」派遣先・日程〈派遣先：12社・団体、参加：24名〉

富良野市
中札内町

稚内市･幌延町

研修地ゼミ テーマ

学生アルバイトの実態

登別の活性化に向けて－現状と課題－

廃棄物処理・リサイクル制度の地域間比較

田舎の魅力とは何か－UIターン増加の背景－

資源を生かしたまちづくりを考える

地層処分研究とメガソーラー

室蘭市のまちづくりの特徴を調べる

旭川市における大型小売店の出店と買物公園

大貝健二ゼミⅠ

大貝健二ゼミⅡ

奥田仁ゼミⅠ・Ⅱ

小坂直人ゼミⅠ・Ⅱ

川村雅則ゼミⅠ・Ⅱ

佐藤信ゼミⅠ

佐藤信ゼミⅡ

徐　涛ゼミⅠ・Ⅱ

浅妻裕ゼミⅠ

登別市

高知県中土佐町
四万十町

小樽市

札幌市

室蘭市

旭川市

上川町 外国人観光客誘致調査

中囿桐代ゼミⅠ 日高町 母子家庭の貧困と札幌母子寡婦
福祉連合会の活動

愛知県
名古屋市

富良野市
美瑛町

大分県由布市

サケ漁業と地域 HACCP

母子家庭の子どものスポーツ活動

世界遺産登録10年の知床・羅臼の現状と課題

朝鮮人労働者について

十勝から北海道農業の未来を考える

新ひだか町・様似町
浦河町・日高町

芽室町・音更町
帯広市・中札内村

研修地ゼミ テーマ

中囿桐代ゼミⅡ 日高町

羅臼町西村宣彦ゼミⅠ・Ⅱ

平野研ゼミⅠ・Ⅱ 名古屋市のフェアトレード・フェア
トレード活動に関する調査

古林英一ゼミⅠ 標津町

古林英一ゼミⅡ 日高地方における軽種馬の生産・
育成・流通

水野邦彦ゼミⅠ・Ⅱ 幌加内町

観光まちづくりの可能性と課題

小さな街の観光ブランド力の背景を探る

水野谷武志ゼミⅠ 浜中町

宮入隆ゼミⅠ・Ⅱ

山田誠治ゼミⅠ 美瑛の魅力とは何か？ －長期滞在観光の
検証、地域の人達、特に農業との関係－

山田誠治ゼミⅡ

派遣先 実施研修日程
㈱阿寒グランドホテル 8/19～9/1
(学)大原学園 8/21～9/7
㈱きのとや 8/21～9/3
キャリアバンク㈱

派遣先 実施研修日程
㈱ケイシイシイ 8/31～9/13
(社)北海道中小企業家同友会 8/26～9/7
野口観光㈱ 9/9～18
富士通エフ・オー・エム㈱ 8/24～9/4

派遣先 実施研修日程
㈱プリプレス・センター 8/24～9/4
北海道オフィス・マシン㈱ 8/20～8/28
㈱毎日新聞社 北海道支社 8/5～8/21
㈱モロオ 8/17～8/278/24～9/4

­­
生
命
工
学
科
第
一
期
生
卒
業

高
い
就
職
内
定
率
２
月
上
旬
で
97
％
超

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
開

設
し
た
工
学
部
生
命
工
学
科
は
、

「
生
命
科
学
系
」
と
「
人
間
情
報
工

学
系
」
の
２
つ
を
教
育
の
柱
と

し
、
生
命
科
学
と
情
報
工
学
の
両

方
に
精
通
し
た
人
材
育
成
を
行

っ
て
き
た
。
３
月
20
日
の
卒
業
証

書
･学
位
記
授
与
式
で
第
一
期
生

54
名
を
世
に
送
り
出
す
。

第
一
期
生
の
就
職
内
定
率
は
、

２
月
上
旬
時
点
で
す
で
に

97
･７
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

実
績
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を

迎
え
る
二
期
生
、
さ
ら
に
続
く
後

輩
学
生
に
と
っ
て
の
励
み
と
な

り
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
良
き
先

輩
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

２
月
４
日
・
５
日
に
は
、
生
命

工
学
科
初
の
卒
業
研
究
発
表
会

が
行
わ
れ
、10
研
究
室
54
テ
ー
マ

が
発
表
さ
れ
た
。

【
工
学
部
生
命
工
学
科
 卒
業
研
究
 発

表
賞
】（
２
月
４
・
５
日
）

▽
最
優
秀
発
表
賞
：
吉
野
彪
羅「
難
治

性
炎
症
の
治
療
を
目
指
し
た
新
規
抗

Ｍ
Ｉ
Ｆ
 Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
」

▽
優
秀
発
表
賞
：
中
野
尚
也「
酢
酸
処

理
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
分
裂
酵
母

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
様
細
胞
死
の
特
徴
」、

神
谷
 基
「
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
ク
オ
ラ

生命工学科1期生の進学･就職状況
（2016年2月19日現在）

◆大学院進学（８名）◆
北海学園大学大学院

（工学研究科電子情報生命工学専攻）
東京大学大学院

（新領域創成科学研究科メディカル情報生命専攻）
北海道大学大学院

（医学研究科医科学専攻）
北海道大学大学院

（生命科学院生命科学専攻生命システム科学コース）
北海道大学大学院

（環境科学院生物圏科学専攻分子生物学コース）
東京農工大学大学院

（農学府生物制御科学専攻）

◆主な就職内定先一覧◆
〈内定率 97.7％〉

【教員】大阪府公立学校教員（高等学校･理科）
【医療･医薬品系】アインファーマシーズ、
メディセオ、フロンティア･サイエンス、等

【食料品製造･卸売･販売･小売系】ホク
レン、日本ハム北海道販売、北海道コ
カ･コーラボトリング、ホクリヨウ、ロイ
ズコンフェクト、タリーズコーヒージャパ
ン、フラヒルソリューション、生活協同組
合コープさっぽろ、イオン北海道、等

【IT･情報通信系】日本 IBM･ソリューシ
ョン･サービス、マイナビ、ドコモ CS
北海道、富士通エフサスシステムズ、日
本ビジネスシステムズ、等

【金融･保険･複合サービス･コンサル
ティング･その他】明治安田生命、凸版
印刷、大丸藤井、ドーコン、等

（内定率は2月5日現在のデータ。最終的に
は更に高くなることが予想されます。）

ム
セ
ン
シ
ン
グ
に
お
け
る
主
要
分
子

Ａ
Ｉ
Ｐ
に
対
す
る
分
泌
型
モ
ノ
ク
ロ

ー
ナ
ル
Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
の
作
成
」、
菊
地

亮
介「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
喪
失
を
許
容

す
る
分
裂
酵
母
変
異
株
の
分
離
と
そ

の
特
徴
」、
柴
野
 渉
「
脳
波
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
分
析
」、滝
ヶ
平
直
樹「
シ
ロ
イ

ヌ
ナ
ズ
ナ
に
お
け
る
ト
ラ
イ
コ
ー
ム

形
態
形
成
に
関
す
る
新
規
変
異
体
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

生命工学科の卒業研究発表

人文学部卒業研究コンテスト優秀賞の
山田遥希さん（左）と、吉田花穂さん（右）

◆

◆

◆

大
学
院
進
学
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

‘
’

北
海
学
園
札
幌
高
校
と
の
高

大
連
携
事
業
（
経
営
学
部
は
平
成

27
年
３
月
13
日
覚
書
調
印
）の
一

環
と
し
て
３
月
16
日
、
北
海
学
園

札
幌
高
校
の
１
学
年
全
員
（
２
８

７
名
）
が
参
加
す
る
北
海
学
園
大

学
見
学
会
が
開
催
さ
れ
る
。

見
学
会
で
は
、
経
営
学
を
中
心

と
し
た
文
系
学
問
分
野
の
特
徴

や
違
い
、
ま
た
大
学
で
行
う
文
系

の
研
究
に
つ
い
て
の
講
演
や
、
在

学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
行
う
予
定
。
親
し
み
や
す

い
雰
囲
気
の
中
で
、
高
校
生
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
と
学
問
を
つ
な
げ
る
き
っ
か

け
を
見
つ
け
、
進
路
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

北海学園
札幌高校

高
大
連
携
事
業

大
学
見
学
会



（8）第105号北海学園大学  学報2016年（平成28年）3月15日

平
成
27
年
12
月
17
日
に
駿
台

予
備
学
校
札
幌
校
の
講
師
を
本

学
に
招
き
、
教
職
員
を
対
象
と
し

た
入
試
動
向
予
測
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
試
課
で
は
年
に

数
回
、
予
備
校
や
進
学
情
報
社
な

ど
か
ら
講
師
を
招
い
て
最
新
の

入
試
動
向
の
分
析
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
内
容
は

「
道
内
の
大
学
志
願
動
向
」
や
「
受

験
生
や
保
護
者
の
受
験
に
対
す

る
意
識
変
化
」、「
全
国
大
学
の
入

試
改
革
報
告
」
に
つ
い
て
、
講
師

か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
説
明
会
終
了
後
は
活
発
な
質

疑
応
答
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
い

て
全
学
を
挙
げ
て
意
識
改
革
、
情

報
共
有
を
行
い
、
取
り
組
む
べ
き

業
務
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き

た
説
明
会
で
し
た
。

入試動向予測説明会の様子

入
試
動
向
予
測
説
明
会

日（曜日） 行　　　　　　事
健康診断〔4年〕（豊）

新入生ガイダンス

入学式

在学生個別ガイダンス
健康診断〔3年〕（豊）・（工）

新入生ガイダンス
在学生個別ガイダンス
健康診断〔2年〕（豊）

新入生ガイダンス
在学生個別ガイダンス
健康診断〔1年〕（豊）

第1学期授業開始〔全学年〕

学園創立記念日
第62回対東北学院大学定期戦（仙台）
第1回オープンキャンパス

第1学期授業終了

第1学期定期試験

第2回オープンキャンパス

（金）1

平成28年度 行事日程
月 日（曜日） 行　　　　　　事月

4

6

5

7

8

9

（土）2

（月）4

（火）5

（月）16

（木）7
振替月曜日授業（土）14

～（金）24 （日）26

（金）22

（水）6

（土）30

～（日）7

第1学期試験欠席届提出期限（月）8
第1学期追再試験申込受付

第1学期追再試験申込受付（火）9
全学休業（事務取扱休止）
第1学期追再試験

9月期卒業生発表
夏季休業終了（土）17

第2学期授業開始（火）20

（月）8

～（土）13 （火）16
～（木）1 （月）5

夏季休業開始

（水）27
予備日（木）28
予備日（金）29

（日）26
実験生物に感謝する日

特別入試（公募・指定校推薦、
社会人Ⅰ期、課題小論文、
海外帰国生徒、外国人留学生）

冬季休業開始
冬季休業終了

第2学期授業再開

予備日
第2学期授業終了

第2学期試験欠席届提出期限
第2学期追再試験申込受付

第2学期追再試験申込受付
入学試験
第2学期追再試験

卒業生発表
社会人Ⅱ期入試

進級生発表
卒業証書･学位記授与式（卒業祝賀会）

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1年次〕、（工）…工学部〔2年次以上〕

＊大学院は、各研究科の行事日程によります。
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。

11

10

12

1

2

3

（日）27

（土）7

（火）10 振替土曜日授業

（火）24
（金）27

（火）27

（月）20

（火）28 在学生ガイダンス〔2年〕（平成29年度）

（水）29

各課程ガイダンス（平成29年度）

在学生ガイダンス〔3年〕（平成29年度）
各課程ガイダンス（平成29年度）

（木）30

（金）31

在学生ガイダンス〔4年〕（平成29年度）
各課程ガイダンス（平成29年度）

各課程ガイダンス（平成29年度）

～ （土）8/6

（月）6

（火）7

～（月）20 （木）23
～（木）9 （日）12

（土）11

（土）4
（金）10

平
成　

年
28

平
成
　
年
29

ホームカミングデー
第65回十月祭、第45回工学祭～（土）8

（土）8
9月期卒業証書・学位記授与式（金）30
第3回オープンキャンパス（日）25
2部（夜間部）オープンキャンパス（土）24

（月）10

～ （水）25

第2学期定期試験（土）28
～ （土）2/4

9

平成28年度 健康診断日程表（学部生）─豊平校舎─

平成28年度 健康診断日程表（大学院生）─豊平校舎─

受け方：①受診票の受取り・記入（16番教室）→②～④の順番に検査を受ける（受診票は最後に回収）

※健康診断日程表は、掲示中。

・大学院生は、大学で受けずに直接検診施設で受診する方法も選択できます。（詳細は医務室まで）
・健康診断受診票に記入しますので、必ず、筆記具を持参してください。
・各学年、毎年健康診断を受けなければ、大学から「健康診断証明書」の発行はできません。健康管理のために
も、年1回は必ず受けてください。
・卒延･留年学生も、平成28年度の学年で他学生と共に、受けてください。
・職場で健康診断を受ける学生で、平成28年度の職場健診結果のコピーを医務室へ提出できる場合は、大学で受診
しなくても良いです。但し、健康診断受診票記載のため、4月中に医務室へ来てください。
・上記日程で受診できない学生は、速やかに医務室へ申し出てください。

13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30
17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00

　①受診票の受取り・記入（14番教室）
→②身体計測（会館大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（会館会議室─大会議室上）

　①受診票の受取り・記入（14番教室）
→②身体計測（会館大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（会館会議室─大会議室上）

　①身体・視力測定
　　（会館大会議室─生協食堂上）
→②内科診察
　　（会館会議室─大会議室上）
→③尿検査容器提出・胸部X線
　　（学生玄関前）

1
部

2
部

1
部

2
部

1
部

2
部

経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文
全学部
経済・経営
法・人文

全学部

新2年生

新3年生

新4年生
・
研究生

4月1日（金）

学　年・健診日 時　間 検　査・会　場

受診票・尿検査容器の事前受取日時
（必ず受け取ること）
〈経営･法〉
　3月28日（月）17：00～20：30 医務室
〈経済･人文〉
　3月30日（水）17：00～20：30 医務室

※

※受診票・尿検査容器の事前受取日時（必ず受け取ること）
　3月30日（水）10：30～12：15 学生玄関ホール

受診票・尿検査容器の事前受取日時
（必ず受け取ること）
〈法〉 3月28日（月）10：30～12：00 医務室
〈経済･経営･人文〉
　3月30日（水）10：30～12：15 
　学生玄関ホール

※

学　部

4月4日（月）

4月5日（火）

①受診票の受取り・記入：16番教室

4月6日（水）
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
17：00～19：00

②身体計測 ③内科診察 ④胸部X線

学生玄関前 体育会クラブ員のみ
5月実施

尿検査
学園会館3階会議室
女性：8番
男性：9～10番

学園会館2階
大会議室

（生協食堂上）

新
1
年
生

1
部

2
部

経済

健診日

経営
法

人文・工
全学部

検査項目
※資料の配布時間は、ガイダンス日程表にて確認してください

場所

4月6日に、他の資料と一緒に
受診票が配布されます（ ）

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

新１年生
4月６日（水）

学　年・健診日 時　間 検　査・会　場

　①受診票の受取り・記入（16番教室）
　 〈受診票の受取り時間〉9：10～11：00、12：00～15：00、16：45～19：00
→②身体計測（学園会館2階大会議室─生協食堂上）
→③内科診察（学園会館3階会議室─女性：8番、男性：9～10番）
→④胸部X線（学生玄関前）

新2年生以上
4月１日（金）

　①身体計測（会館大会議室）※視力は最終学年のみ
→②内科診察（会館会議室─会議室上）
→③尿容器提出・胸部X線（学生玄関前）※最終学年のみ

平成27年度 平成28年度
卒業証書・学位記授与式 入 学 式

月 日（日）10：303 20 月 日（土）10：304 2
北海道立総合体育センター「北海きたえーる」
メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号
※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください
地下 鉄：東豊線「豊平公園」駅下車、地下鉄連絡通路直結
バ ス：札幌駅前または札幌駅前バスターミナルから
　　　　白石、清田、西岡、平岡行き乗車（中央バス）
　　　　 「豊平３条12丁目」 下車徒歩５分

両式典会場

交通機関

札幌パークホテル 地下2階「パークプラザ」
札幌市中央区南10条西3丁目 　　511-3131
地下鉄南北線「中島公園」駅下車・3番出口より徒歩すぐ

会　　場

TEL

平成27年度 卒業生・大学院修了生・教職員・
同窓会役員・学生自治会役員（参加費無料）

参加対象

日　　時

交通機関

卒業祝賀会
　同窓会と共催で開催する祝賀会は、
卒業をお祝いするとともに、同窓会へ
の入会式でもあります。学生時代を共
に過ごした仲間とともに、卒業の喜び
を分かち合いましょう。教職員・同窓
生も出席します。奮ってご参加下さい。

月 日（日）14：00～15：303 20

▽
12
月
７
日
　
晴
山
雅
寛
名
誉
教
授

▽
12
月
８
日
　
宮
地
剛
株
式
会
社
一

条
工
務
店
代
表
取
締
役
社
長
 宮
地

剛
氏
他
２
名

▽
12
月
８
日
　
公
益
社
団
法
人
私
立

大
学
情
報
教
育
協
会
会
長
 向
殿
政

男
氏
、
同
事
務
局
長
 井
端
正
臣
氏

▽
12
月
15
日
　
内
閣
府
政
策
統
括
官

立
福
家
徳
氏

▽
１
月
19
日
　
経
済
学
部
卒
業
生

馳
川
弘
幸
氏

▽
１
月
29
日
　
経
済
学
部
12
期
生

吉
田
寿
昭
氏

▽
２
月
15
日
　
丸
善
雄
松
堂
株
式
会

社
取
締
役
 千
葉
雅
之
氏
、
同
札
幌

支
店
長
 瀬
尾
一
幸
氏
他
１
名

▽
２
月
25
日
　
セ
イ
コ
ー
リ
テ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
管
理
統
括
部

取
締
役
部
長
 金
戸
鈴
枝
氏
、
同
管

理
統
括
部
長
 北
村
幸
輔
氏

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
発

表
す
る
「
企
業
の
採
用
選
考
に
関

す
る
指
針
」
と
大
学
の
全
国
組
織

で
あ
る
就
職
問
題
懇
談
会
が
発

表
す
る
「
申
し
合
わ
せ
」
に
よ
り
、

学
生
の
主
た
る
就
職
活
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
す
。

今
春
の
卒
業
生
は
、企
業
説
明

会
（
採
用
情
報
公
開
）
等
が
３

年
次
の
３
月
開
始
、選
考
は
４

年
次
の
８
月
開
始
で
し
た
が
、

実
際
に
は
多
く
の
中
堅
・
中

小
企
業
が
３
月
の
説
明
会
後

間
も
な
く
採
用
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
し
た
。

来
春
の
卒
業
生
に
つ
い
て

は
、企
業
説
明
会
等
が
３
年
次

の
３
月
開
始
、選
考
は
４
年
次

の
６
月
開
始
と
な
り
、２
年
続

け
て
の
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
も
、
実
際
に
は
昨
年
と
同
様
に

説
明
会
後
間
も
な
く
か
ら
中

堅
・
中
小
企
業
の
選
考
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
企
業
の
選
考
開
始
が

６
月
に
繰
り
上
げ
ら
れ
、
企
業
の

選
考
活
動
が
講
義
期
間
内
と
な

る
た
め
、
学
生
の
修
学
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
日
本
経
済
団

体
連
合
会
な
ら
び
に
就
職
問

題
懇
談
会
は
、
企
業
の
選
考

（
筆
記
試
験
、面
接
等
）に
つ
い

て
、
学
生
の
修
学
に
配
慮
し
、

「
個
別
的
な
採
用
選
考
日
時
の

変
更
へ
の
対
応
」、「
土
日
祝
日

や
平
日
の
夕
方
の
活
用
」な
ど

極
力
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、こ
う
し
た
情
報

を
早
期
か
ら
学
生
に
周
知
す

る
と
と
も
に
、例
年
以
上
に
業

界
研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

就
職
支
援
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ご
父
母
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
学
生
の
意
思
を
尊

重
し
つ
つ
、
ご
家
庭
な
ら
で
は
の

ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
卒
業
生

就
活
と
学
業
を
計
画
的
に

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

就職・採用活動開始時期の変更

平成28年度卒業・修了予定者の就職・採用活動時期
　●広報開始時期は、卒業・修了予定年度に入る直前の３月１日以降に開始
　●企業の採用活動は、卒業・修了予定年度の６月１日以降に開始

一般社団法人 日本経済団体連合会 平成27年12月7日改定「採用に関する指針」より

大学学事日程

平成26年度以前
卒業・修了者 広報活動 採用選考活動

広報活動 採用選考活動

広報活動 採用選考活動

10月～1月
講義期間

3年次 4年次

1月～2月
試験期間

2月～3月
春季休業

4月～7月
講義期間

7月～8月
試験期間

8月～9月
夏季休業

平成27年度
卒業・修了予定者

平成28年度
卒業・修了予定者

12月1日 4月1日

3月1日

3月1日

8月1日

6月1日

経営学部１部経営学科４年

三
�

上
� �

志
�

織
� �

内定先
札幌市農業協同組合

法学部２部政治学科４年

浜
� �

谷
�

裕
� �

基
�

内定先
札幌国税局（国税専門官）

毎日の積み重ねの勉強が大事
就活セミナーの適性試験で、民間より

公務員の方が向いているとの結果が出た
ことがきっかけで、２年の冬から公務員
講座で勉強を始めました。最後の追い込
み時期は図書館で、開館から閉館まで一
日中勉強。僕は過去問を何回も繰り返し
復習しました。休憩の時には、同じく公務
員を目指す友人と勉強の進度を確認した
り、悩みを話して励まし合ってい
ました。また、コムエッグの先輩
の存在が大きく、有益なたくさん
のアドバイスをいただきました。

公務員のなかで国税を選んだのは、い
ろいろな会社に調査に行っていろいろな
人と話をすることで自分を高めることが
できる、また、税がなければ国民の社会保
障も成り立たず、責任の大きな仕事にや
り甲斐を感じたからです。

公務員試験の勉強の一番のコツは、継
続力。計画を立て、自己管理しながら、と
にかく毎日コツコツ勉強を続けることが
大事です。

内定が出て少し自信がつきました
３年の５月頃からキャリアガイダンス

に出て就職を意識し出しました。業種研
究をしたり、働いている方のお話を聞い
て、積極的に情報を集め準備をしていま
したが、以前から希望していた語学留学
のため１カ月間就活を中断しました。新
たな気持ちで１０月から再開し、いろいろ
な企業のお話を聞いて、以前漠然と描い

ていた業種･職種とは別の方向性
を見出すことができました。

自己 PR では２年半、飲食店で
接客のアルバイトをしてコミュニケーシ
ョン力をつけたことを話しました。グル
ープディスカッションは、大学のゼミで
の実践的なグループワークで慣れていた
おかげで、緊張することなく臨むことが
できました。とにかく心配性で人一倍や
らないと不安な私でしたが、内定が出て
少し自信がつきました。

これからは社会人として向上心を持
ち、自分に負けないよう、同期の中で一番
を目指して頑張りたいと思います。

就職活動
体験記

今年の採用選考開始は６月

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
就
職
活
動
本
番
に
向
け
、
11
月

末
か
ら
12
月
に
学
内
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
12
月
３

日
～
24
日
は
マ
ナ
ー
や
自
己
Ｐ

Ｒ
、
面
接
実
践
な
ど
18
コ
マ
の
セ

ミ
ナ
ー
、
11
月
30
日
～
12
月
11

日
は
計
10
日
間
の
学
内
業
界
研

究
会
、
そ
の
他
、
道
内
大
手
企
業

を
中
心
に
採
用
担
当
者
や
本
学

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
内
定
者
を
招
い
て

行
う
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
  Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
、本
学
Ｏ

就
活
本
番
に
向
け
て

イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
講
師
と
す
る
少
人
数

の
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
「
学
内
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
」な
ど
を
実
施
。12

月
12
日
に
は
学
生
の
就
活
支
援

サ
ー
ク
ル
“
ミ
ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ

ア
”
が
企
画
し
た
「
ミ
ナ
ト
コ
ム

ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
大
集
合
」
が
行
わ

れ
た
。

就
職
活
動
解
禁
と
な
っ
た
３

月
１
日
に
は
、
道
内
お
よ
び
全
国

か
ら
約
３
０
０
社
が
参
加
し
て

学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
。

11
日
ま
で
の
間
に
計
５
日
間
実

施
し
、
学
生
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
た
。

12月6日に行われたLIVE Voice

就職活動解禁となった3月1日
の学内合同企業説明会

「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学
か

ら
卒
業
生
に
対
す
る
調
査
で
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
最
終

確
認
を
す
る
も
の
で
す
。
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
所
定

の
方
法
で
提
出
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
①
文

部
科
学
省
の
卒
業
生
の
進
路
調

査
報
告
、
②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
の
各
種
統
計
資
料
の
作

成
、
③
同
窓
会
活
動
（
会
報
発

送
・
事
業
案
内
）
等
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護

法
を
遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法

平
成
28
年
３
月

20
日
（
日
）の
「
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
」
に
出
席
さ
れ
る

場
合
は
、
証
書
を
受
け
取
る
際

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
授
与
式
に
出
席
で
き
な
い
場

合
は
、
各
学
部
事
務
室
に
て
証

書
を
受
け
取
る
際
に
提
出
願
い

ま
す
。

◆

◆

◆

「
進
路
調
査
票
」

 

記
入
の
お
願
い

４年生の
皆さんへ


